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ごあいさつ 

 
髙⽥ 知紀 

ESD 推進ネットひょうご神⼾代表 
兵庫県⽴⼤学／兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館 

 

 
 
 ESD 推進ネットひょうご神⼾は、それ⾃体が明確な意志をもった⼀つの組織体というよ

りも、強い中⼼性をもたず、境界も不明瞭な、つかみどころのない曖昧模糊としたネットワ

ークです。しかし通底しているのは、地球を想いながら、「現場」と「実践」を⼤切にして

いる⼈たちが集まっているということです。活動する地域やテーマが異なる⼈たちが⾃ず

から交わることで、それぞれの現場で化学反応が起こり、新たな展開が⽣まれていきます。 

「ESD 実践研究集会」は、持続可能な社会をつくろうとする実践者の出会いの場です。

また、それぞれが現場で抱える葛藤を共有し、そこから共に未来を描いていく場でもありま

す。８回⽬となる今回の研究集会では、そのような場を、ESD 推進ネットひょうご神⼾の

メンバーだけでなく、全国の ESD にかかわる⼈びとと共につくりあげていきました。基調

講演あり、リレートークあり、ワークショップあり、シンポジウムありと、集会に参加した

⼈は、内容の振り幅の⼤きさに少し⼾惑ったかもしれません。しかし、会場のようすをみて

いると、いろんな「ESD のタネ」ができていたように思います。 

本レポートは、怒涛の 2 ⽇間の熱量をできるだけそのまま表現できるように⼼がけ、構

成を考えて、みんなで執筆しました。ぜひ、この ESD のための「知の宝庫」から、ビビッ

とくるキーワードを探し当て、それぞれの現場での実践に活かしてもらえたら幸いです。 
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1. テーマ 

交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く ESD のこれから〜 
 
 

2. ⼤会趣旨 
8 回⽬の開催となる今年の ESD 実践研究集会は、⽇本国内の RCE※関係者や

ユースと⼀緒に実施します。ESD（持続可能な開発のための教育）の推進におい
ては、多様な領域のステークホルダーが接触・交流し、その相互作⽤を通して、
新たな価値や動きを⽣み出すことが求められています。しかし、効率性・⽣産性
を重視する⾵潮の強い近年は、カテゴリー・テーマの分断が広がり、それらの
「間（あいだ）」に⽣まれるはずの豊かな学び・気づき・つながりが軽視される
傾向にあるようです。SDGs の達成においても、そのテーマ間の⽭盾や葛藤を問
う場がなければ、個別の実践を「持続可能な社会づくり」へと展開していくこと
は難しいのではないでしょうか。 

このような課題を背景として、⼤会テーマを「交差する知と実践〜ユース・実
践者・研究者が描く ESD のこれから〜」と設定しました。さまざまな分野・地
域・世代をクロスさせながら、参加者の皆様とともに ESD の本質に迫ります。
ぜひ、神⼾にご参集いただき、具体的な活動や思いを共有しながら対話を深める
ことを通して、これからの ESD 実践に求められる仮説・⽅法・学びのあり⽅を
探っていきましょう。皆様のご参加、⼼よりお待ちしております。 

※RCE：Regional Centre of Expertise on ESD（国連⼤学が認定する ESD 推進のための地域拠点）。2025 年
12 ⽉現在、世界で 200 地域（うち国内 8 地域）が認定されている。  

第 8 回 ESD 実践研究集会 
合同開催︓2025 年度国内 RCE 実務者会議・⽇本 RCE ユース会議 

 開催要項 
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3. 期 ⽇  2026 年 3 ⽉ 20 ⽇(⾦・祝）・21 ⽇(⼟） 
 

4. 会 場  神⼾⼤学鶴甲第２キャンパス（〒657-8501 神⼾市灘区鶴甲 3-11） 
 
5. 申 込  指定の「参加申し込みフォーム」から事前申し込みが必要です。 

3 ⽉ 9 ⽇（⽉）までに、下記フォームよりお申し込みください。 
https://forms.gle/oWLWEnkWqeH6EdFS9 

 

6. 主 催  神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 

ESD 推進ネットひょうご神⼾（RCE兵庫-神⼾） 
 
7. 共 催  ESDプラットフォームWILL 
 

8. 後 援  神⼾市教育委員会／兵庫県教育委員会／ 
兵庫県私⽴中学⾼等学校連合会 

 
9. 協 ⼒ 

神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科 教育系教育研究分野／ 
ESD 推進ネットひょうご神⼾協⼒団体 

AICL 国際協働学習実践グループ／NPO 法⼈あいな⾥⼭茅葺同⼈／あすパ・ユース震災
語り部隊／NPO 法⼈あんだんて KOBE／NPO 法⼈いまじん／NPO 法⼈インクルひろ
ば／海と空の約束プロジェクト／エルナード⽔道筋商店街／⼀般社団法⼈おいしい防
災塾／王⼦スポーツクラブ フラッグフットボールチーム ドルフィンズ／賀川記念
館／NPO 法⼈環境カウンセラー会ひょうご／Camp Life／くすのき農園／クラーク記
念国際⾼等学校／くららベーカリー／NPO 法⼈グローバルプロジェクト推進機構
（JEARN）／甲南⼦育て広場／甲南⼥⼦⼤学／神⼾まちづくり研究所／神⼾ YMCA／
神⼾ YWCA／神⼾新聞社／神⼾⼤学サイエンスショップ／神⼾⼤学フェアトレード団
体 PEPUP／神⼾⼤学附属中等教育学校／コープこうべ／NPO 法⼈⾥地⾥⼭問題研究
所／JICA 関⻄／すずらん台児童館／NPO 法⼈スペシャルオリンピックス⽇本・兵庫／
株式会社ゼネラル・パートナーズ／NPO 法⼈ソーシャル・デザイン・センター淡路／
地域協働プロジェクト／のびやかスペースあーち／NPO 法⼈ BERT／haha かふぇ／
NPO 法⼈はりま⾥⼭研究所／公益財団法⼈ PHD 協会／東お多福⼭草原保全・再⽣研
究会／NPO 法⼈ひと・コネクト兵庫／兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館／兵庫県漁業協同組
合連合会／兵庫県国際交流協会／兵庫県⽴兵庫⾼校／兵庫県⽴舞⼦⾼校／ひょうご市
⺠活動協議会／兵庫⼤学短期⼤学部／兵庫県ユニセフ協会／NPO 法⼈ Peace & Nature
／福⽥川クリーンクラブ／NPO 法⼈プラス・アーツ／ミチのムコウ／南あわじ市教育
委員会／ミャンマー関⻄／れいんぼぅ☆キッズ 

https://forms.gle/oWLWEnkWqeH6EdFS9
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10. 事務局 
神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 
〒657-8501 神⼾市灘区鶴甲 3-11 神⼾⼤学鶴甲第⼆キャンパス 
TEL 078-803-7970 または 7721  FAX 078-803-7971  MAIL rce.hyogo.kobe@gmail.com 
 
11.  プログラム 

3月 20日（金・祝） 

12:00 受付開始 

13:00 開会 
挨拶：高田知紀（ESD推進ネットひょうご神戸代表・兵庫県立大学／人と自然の博物館） 

13:10 基調講演「ESD のロマン」 松岡広路（神戸大学） 

14:30 ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション） 
セッション１  

15:30 ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション） 
セッション２ 

17:00 情報交換会（18:30終了） 

3月 21 日（土） 

9:00 受付開始 

9:30 環境省・国連大学からの情報提供 

10:00 
ESD 企画づくりワークショップ 
（2025年度国内 RCE実務者会議・日本 RCEユース会議） 
※共催：国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS） 

13:00 休憩 

14:00 

総合シンポジウム・討議 
「交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く ESD のこれから〜」 
 
コーディネーター：高田知紀（兵庫県立大学／人と自然の博物館） 
登壇者：齋藤優子（日本生活協同組合連合会） 

吉良佳晃（吉良農園・一般社団法人 AZE） 
池田拓也（灘中高等学校） 
白根愛子（ESD プラットフォーム WILL・神戸大学修士１年） 

15:30 クロージング・終了 
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3/20 13:10〜14:10 基調講演「ESD のロマン」 場所：F263 

20年間にわたって兵庫・神戸を拠点としながら ESD実践／研究を進めてきた松岡氏に
よる基調講演では、大会テーマ「交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く

ESDのこれから〜」の解題とともに、ESD推進ネットひょうご神戸（RCE兵庫-神戸）
が目指そうとする ESDや、これからの ESDをめぐる課題と展望を示していただきま
す。SDGsの目標達成期限となる 2030年まで残り 5年を切った今、ESDには何が求め
られているのでしょうか。基調講演を通して、2日間の見通しを立てていきましょう。 
 
登壇者プロフィール：松岡広路（まつおか こうじ） 
1996年、東京大学大学院教育学研究科博士課程単位修得退学後、神戸大学発達科学部
講師。1998年、神戸大学発達科学部助教授。2008年、神戸大学人間発達環境学研究科
教授。神戸大学人間発達環境学研究科・教授。ESD推進ネットひょうご神戸（RCE兵
庫-神戸）の立ち上げメンバー。元事務局長。2010年にブラジル・クリティバで開催さ
れた 5th International RCE Conferenceにおける全体会で、キーノートスピーチ”ESD 
and Empowerment of the Oppressed: Based on Paulo Freire”を発題。これまでに、日本
福祉教育・ボランティア学習学会会長、日本社会教育学会理事などを務める。 

 

3/20 14:30〜16:30 ESD・RCE リレートーク 
（ポスターセッション） 場所：F257  

ESD推進ネットひょうご神戸（RCE兵庫-神戸）は、防災・減災、まちづくり、環境保全、⽣
物多様性、環境教育、多⽂化共⽣・異⽂化理解、福祉・⼈権、開発教育、平和教育など、多様
な分野・領域で活動を展開する実践者のネットワークです。これまでの ESD実践研究
集会でも、その多様な活動を紹介するリレートーク（ポスターセッション）は本ネット

ワークの魅力を示すプログラムの一つでした。今回は、推進ネットメンバーの活動だけ

でなく、日本国内の RCEの活動や各地のユースの活動を含んだ「拡大版」で実施しま
す。マルチステークホルダーの地道な実践・活動がダイナミックに「交差」する場をお

楽しみください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

▶ ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション）にエントリーされる⽅へ 
ü ESD に関わる活動・実践をされている⽅はどなたでもエントリーしていただけます。 
ü エントリーされる⽅は、本集会申し込みフォームの所定の箇所にチェックをした上で、 

発表者（共同発表可）とタイトル（仮でも可）をお知らせください。 
ü ポスターは A0 サイズで作成してください。 
ü 印刷は事務局（神⼾⼤学）で⾏います（持参していただいても構いません）。 
ü 事務局によるポスター印刷をご希望の⽅は、3 ⽉ 13 ⽇（⾦）までに PDF 形式の 

データを下記宛先まで送付してください。 
宛先︓rce.hyogo.kobe@gmail.com 

 
² ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション）は、前後 2 つのセッションで⾏います。 
² ひとつのセッションの構成は以下の通りです。 

発表者全員が各 3 分程度で概要を説明し、その後 30 分程度、参加者が⾃由に 
質疑応答し、発表者と対話する時間を設けます。 

https://forms.gle/oWLWEnkWqeH6EdFS9
mailto:rce.hyogo.kobe@gmail.com
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3/21 10:00〜13:00 合同開催︓2025 年度国内 RCE 実務者会議・⽇本 RCE ユース会議 
ESD 企画づくりワークショップ 場所：F257 

本セッションでは、ESDの本質的な課題ともいえる「異質なもの（人・組織・価値観・

テーマ等）の交差」を主題とし、RCE兵庫-神戸の実践事例を示しながら、参加者同士

の実践・活動を掛け合わせたワークショップを行います。多様な立場の人との接触か

ら、さまざまなスキル・アプローチ方法を学び、アウトプットすることを目指します。

2025年 10月に 14th Global RCE Conferenceで採択された「岡山宣言 2025」も参考に

しながら、ESDの実質化を図ります。企画づくりのプロセスを通して、異なるテーマ間

に存在する矛盾や葛藤に触れつつ、ESD実践の展開に求められる仮説・具体的な方法・

学びのあり方を検討・提案していきましょう。 
 

▶タイムスケジュール（予定） 
10:00 趣旨説明・事例紹介 
10:30 ESD 企画づくりワークショップ 
11:30 共有セッション 
12:15 実務者・ユース混合グループワーク 
13:00 終了 
 
本セッションにご参加いただく⽅は、以下の URL よりアンケートにご回答ください。（国連⼤学 UNU-IAS） 
https://jp.surveymonkey.com/r/JAPANRCEYOUTH2026 

 

3/21 13:30〜15:00 総合シンポジウム・討議 場所：F257 

午前の国内 RCE実務者・ユース会議「ESD 企画づくりワークショップ」を受けつつ、

大会テーマ「交差する知と実践〜ユース・実践者・研究者が描く ESDのこれから〜」
にも掲げている「ユース」「実践者」「研究者」のそれぞれの立場から 2日間の成果をア

ウトプットしていきます。フロアの意見も交えながら、本研究集会での到達点と課題を

確認します。次のアクションにつながる学びを生み出していきましょう。      
 
コーディネーター：高田知紀（兵庫県立大学／人と自然の博物館） 
登壇者：齋藤優子（日本生活協同組合連合会） 

吉良佳晃（吉良農園・一般社団法人 AZE） 
池田拓也（灘中高等学校） 
白根愛子（ESDプラットフォームWILL・神戸大学修士１年） 

  
12.   昼⾷等について 

会場近隣にコンビニ・レストラン等はありません。各自ご持参ください。 

 
13.   情報交換会 

⽇ 時  3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）17：00〜18：30 
会 場  レストランさくら（神⼾⼤学六甲台第⼀キャンパス内） 
参加費  学⽣・院⽣・ユースとしてご参加の⽅：3,000 円 

それ以外：6,000 円 
※事前申込が必要です。 
※参加費は当⽇お⽀払いいただきます。  
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会 場：神⼾⼤学鶴甲第２キャンパス F 棟 

〒657-8501 神⼾市灘区鶴甲 3-11 神⼾⼤学鶴甲第⼆キャンパス 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
詳しくはホームページをご確認ください（https://www.h.kobe-u.ac.jp/ja/access） 
※駐⾞場に限りがありますので、⾃家⽤⾞での⼊構はご遠慮ください。特別な事情があ
る⽅は、事務局までご連絡ください。 
 

▼神戸大学鶴甲第２キャンパスまで 
 神⼾市バス（阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、 
阪急「六甲」駅から） 36 系統「鶴甲団地」⾏き 
に乗⾞（「鶴甲 2丁⽬⽌」⾏きでも可）。 
「神⼤⼈間発達環境学研究科前」下⾞。 
バス停より徒歩すぐ。 

▼キャンパスマップ 
 

◯遠方からのアクセス 
 
▼新大阪駅・新神戸駅から ▼空港から 

会場への交通のご案内 

 
B 棟 

https://www.h.kobe-u.ac.jp/ja/access
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n 基調講演まとめ 
 

文責：黒木 宏太（日本コムシンク株式会社） 
 

この講演は、「当事者性の変容を生む実践」と「草の根の社会運動」を大きなテーマと

しています。講師である松岡氏は、パワーポイントを使わず、配布資料（レジュメ）に基

づいて持続可能な開発（SD）と ESD（持続可能な開発のための教育）の歩みについて、

たくさんのユーモアを交えて参加者に話しかけるように、お話しされました。 
 以下、要点をまとめました。 
 
１． 持続可能な開発（SD）の理念との出会い 

• 「Our Common Future」の衝撃：1987年、27 歳の時にブルントラント委員会

の報告書「Our Common Future」を大学院生の仲間と読んでいた際に、「持続

可能な開発」という言葉に出会う。当初「持続可能な開発」という概念につい

て、「経済成長を否定しておらず、人権や福祉の視点がターゲットにされていな

い。中途半端な宣言」と感じた。 
• ハンブルク宣言での幻滅：10年後のハンブルク宣言においても「持続可能な開

発」が触れられていたものの「エコロジカル」「epuitable」が「持続可能な開

発」の修飾語として「サステナブル」から外されて書かれていたため環境問題や

人権などを重視しない経済中心なのか、と幻滅した。 
• 「持続可能な開発」概念のゆらぎ：これらを踏まえ「持続可能な開発」の定義に

当初から揺らぎがあったと松岡氏は指摘する。RCE兵庫-神戸の初期や、ユネス

コの国際会議の参加者でも揺らぎや極端な視点からの理解が多かった。 
• 人間存在そのものを変える視点：一方で僧侶や宗教家が ESDの国際会議に参加

し「システムや個別の課題を変えるのではなく、人間の生き方・存在そのものを

変えていく実践だ」と話していた。また ESDの国連大学のキーワード「Ubuntu
（ウブントゥ、私がいるのはあなたのお陰、私とあなたが一緒になって社会を作

っていくという南アフリカ・ズールー語の考え方）」のような「言われてみれば

日本では当たり前のライフスタイルをどのように実現するか？」という発想で

ESDを実践する人もいた。 
• ESDの 10年：このように「持続可能な開発」の概念が分かりにくく、社会に広

めることに苦慮したために、2005年から「国連・ESDの 10年」が推進された
が、ESD 関係者のあいだでも迷いがあった。 

 
２． SDGsと ESDの関係 

• 概念に固執しない：国連大学元総⻑ハンス・ファンヒンケル先生を神戸大学にお

呼びした際には「For が大事なんだ」「『持続可能な開発』をはっきりさせるの

ではなく、ぼやっとした概念に向けて、様々な動きを集約することが大事だ」

「この世に絶対的な正義がない中で、Educationを作り上げていくのだ」と仰っ

ていた。 
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• SDGsの普及：分かりやすさを重視するために生まれたのが SDGsである。

2015年に設定された SDGsは、複雑な問題をテーマ別に整理したことで、個人

や組織が目標を持ちやすくなったというメリットがある。 
• SDGsの懸念点：一方で、権能を持つ「ステークホルダー」中心の運動になる点

が懸念された。No one left behindという標語にしても「お情け頂戴」というニ

ュアンスが感じられ、実際に「零れ落ちている人や周辺化されている人が SDGs
の取り組みに入りにくい」ことが指摘されている。また科学技術（テクノロジ

ー）による解決に過度に期待する傾向も問題である。 
• 拙速で偏った変革：そのような変革は「拙速で偏った変革になるのではないか」

「優先順位を勝手に決めて課題に対応することで、後悔するのではないか」とい

う危惧がある。 
• SDGsと ESDの関係：このように SDGsにはいくつかの問題があるため、

SDGsが進めば進むほど逆説的に ESDが大事になるであろう。「複数の異なる

テーマの問題を総合的に調和的に解決していく存在に人間がなっていく」そうい

う実践がますます求められるようになっていくのではないか。 
３． RCE兵庫-神戸の歩みとネットワーキング 

• 組織の変容：2007年に設立された RCE兵庫-神戸は、当初は大きな組織のリー

ダーに声をかけて 10人程度でスタートしたが、それぞれが組織の責任を背負っ

ていたため、思ったような融合が起きなかった。その反省から市民団体に声をか

けて、真摯に「持続可能な開発」に向き合う場へと変化させていった。 
• ESD シンポ in 神戸：ソーシャルビジネスの生みの親であるモハマド・ユヌス

氏と 、日本のソーシャルワークに命を懸ける阿部史郎氏に対談していただい

た。片や、資本主義の仕組みにおいても貧困を撲滅できると考える人、片や、貧

困を、当事者のエンパワメントと福祉活動で解決しようとする人、まさに水と油

の二人に、両者の接近と連結の可能性があるのではないかと期待を寄せ、そして

「ESDをもっと多くの人に開いていきたい」という願いを込めて「開け！
ESD」というテーマを設定した。しかし、ますます ESDは分からなくなってし
まい数年が経ってしまった。その後 2012年 4 月、「ESD 推進ネットひょうご
神戸」という通称を付け、分からなくなってしまった ESDを、さらにいろいろ
な立場の人と考えぬこうと、運動システムの変更をした。 

• 「ESD を促進するライフスタイルとは?」：2015年には SDGsがスタートし注
目が集まっていた時期。「ESD を促進するライフスタイルとは?」というテーマ
を掲げた。「ESDが生まれる」とはしなかった点に注目して欲しい。暮らしなが

ら徐々に問題意識が生まれていくライフスタイルに焦点を当てたのだ。 
 

４． ESD 実践研究集会の挑戦と発展 
• E・S・Dの分科会に満ちたパワー：第 1回 ESD実践研究集会は、E・S・Dの

3つの頭文字ごとに分科会を設置した。答えは全くでなかったものの、色々な可

能性を感じることができる、とても面白い集会になった。 
• つながりを重視した第 2回の実践研究集会：「我々は、社会・地域のことを本

当に知っているのだろうか」という問題意識から、第 2回 ESD実践研究集会は
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「つながり」をキーワードに掲げた。また分科会のテーマを、「い・しょく・じ

ゅう」とひらがなにしたことで、多様な解釈が生まれ様々なアイデアが生まれ

た。 
• SDGsを深く知るための第 3回：SDGsが 2030年までという期限があることを

踏まえ、より詳しく SDGsを知るために第 3回のテーマを「SDGs大研究」とし
た。SDGsの 169のターゲットまで詳細に確認したうえで、「ESD 推進ネット
ひょうご神戸」のメンバーが取り組んでいる活動やローカルな問題意識と、重ね

合わせるシンポジウムなどを行った。 
• 誰もが関われることを重視し始めた第 4回：しかし第 3回だけでは「足りな

い！」「もっと深めなきゃいけない」ということで、第 4回は「続・大研究 
SDGs!」〜あらゆる人が SDGs 運動の主体となるには?というテーマにした。こ
のころから「No one left behind」「誰もが主体になる」ということをもっとし

っかり考えるべきだ、という問題意識が強くなり始めた。 
• with コロナ社会の ESD 活動：2020年からはコロナの影響でオンラインが増

え、出会う機会が減ってしまった。一方で、オンラインは自分のペースで聞き考

えることができる。そのため第 5回、第 6回の ESD実践研究集会はすべてオン
ラインだったが、案外面白かった。 

• ネットワーキングの 4 次元化：第 6回のテーマ「ネットワーキング」は、実践仮

説にもなっている。点と点を結ぶ「1 次元」、面として広がる「2 次元」、面が

立体化する「3 次元」、ここまではよくある内容だが、ESDでは時間軸（過去・

未来）を加えた「4 次元」が重要である。過去の人達と繋がる取り組みや、100
年、200年先の人たちの生活にイマジネーションが湧くことができたらすごい。

さらには、目に見えないスピリチュアルな繋がりや、高田先生の研究テーマであ

る「妖怪」のように「拡張したネットワーク」まで実現させたい。 
 

5.「当事者性」の変容とこれからの展望 
• ESDにおける学びのキーワード：レジュメ 4ページ上部のキーワードを全て含

む活動を行うのではなく、それぞれ強調点を持った人・組織が一定の関係性を持

ち長い時間をかけて学びが生まれてくることが大切である。そのためには、たっ

た 1つの優秀な活動を見つけようとするのではなく、多様な活動をどう連動させ

るかという発想を持つ方が良い。 
• 「当事者性」を構成する要素：ESDの多様な活動を説明するためには、Ubuntu

などの伝統的な言葉が使われていますが、日本語では何かと考えたときに「当事

者性」だと思いついた。「当事者性」は単なる「当事者意識（わがこと意識）」

だけを意味するのではなく、そのテーマに関する「身体的な経験」「知識や情

報」「人間関係」そして「ワクワク感や希望」などの６つの要素が総合化したそ

の人のポジションを示す。このあたりは、後藤事務局長が整理されているが、複

数の当事者性が混じり合い、新たな当事者性が生まれてくるところに、ESDの本
質があるのではないかと考えている。 

• 結びに代えて：「ESDは SDGsのツールである」とよく言われるが、「SDGs
が ESDを推進するツールの 1つである」。ESDは 100年、200年かけて人類が
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自然と調和し未来の人の想いを汲みながら、生産や消費の仕方を変えていく着実

な「文化運動・社会運動」であり、大きな物語に流されずに着実に続いていくべ

きではないか。 
 
以上、簡単にまとめました。 
 
質疑応答のポイント 

• ワクワク感についての質問に対する松岡の返答:共通のワクワクを無理に起こす
のではなく、異なるテーマを持つ者同士が出会い、自分の関心が別のテーマにも

重なり合っていく過程が重要である。 
• 当事者と当事者性の違いについての質問に対する松岡の返答:当事者は、ある問

題やテーマを特定し、そこでの当事者性が深い人を指すが、一人の人間は、複数

の当事者性・属性（ジェンダー、環境、福祉など）の塊であり、いわば、「当事

者性の束」である。ある当事者性が表に出たり、陰になったり、また別の当事者

性が明らかになったりする。そうした人間の多面的な本質を示すとき、当事者性

が有効である。他者との接触を通じて当事者性が深まったり、当事者性の構成パ

ターンが変化したりする。それを誘発する「ネットワーキング型の学び」を推進

することが、ESDの役割のひとつではないか。 
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n ESD リレートーク（ポスターセッション）報告 
 
ブロック A 

今回の第 8回 ESD 実践研究集会におけるポスターセッションでは、これまでと⽐べて
教育関係者に加え、学⽣や⽣徒による発表が多く⾒られた点が印象的であった。教員によ
る実践発表は、⾃校の課題に限定されるものではなく、複数の教育現場に共通する視点や
課題を横断的に捉えた内容が中⼼であり、ESD の広がりを感じさせるものであった。また
⾼校⽣の発表では、学校内にとどまらず地域社会へと活動の場を広げ、地域課題や社会的
問題に主体的に取り組む実践が多く報告された。中でも芦屋市で活動する⾼校⽣（OG・
OBを含む）の事例では、課題認識から取り組みに⾄る経緯、具体的な実践内容、継続の
ための仮説、さらには活動を通じて⾒えてきた課題に⾄るまで、いずれの問いにも明確に
答えていた点が⾮常に印象的であった。これらは実践を通じた経験や気づきに加え、過去
から未来へのつながりを意識し、⽇頃から主体的に考え続けている姿勢の表れであると感
じた。 

⽂責：鴨⾕ 真（ESD プラットフォームWILL） 
 
 
ブロック B 
私が進⾏を担当した Bブロックでは、当⽇ 24組が発表した。発表で取り上げているテー

マ、実践内容、実践の背景にある社会課題や各々の思い、そしてそれを⼀枚のポスターに落
とし込む表現の仕⽅や聴き⼿への語り⽅まで、どれ⼀つとっても、発表者の数だけ異なって
おり、それぞれの考える「ESD とは何か？」が発表の端々に表れていたように思う。「ユー
ス」「実践者」「研究者」といった⽴場にとらわれることなく、⾃分たちの実践について熱を
もって伝え、同じだけの熱量をもって他の発表者の語りを聴く。そうした場をつくるために
発表者それぞれが⾃分たちの、そして他の実践者の発表に向き合っていたのではないか、と
感じた。他の実践者の実践に対して敬意を払いながら、それでいて批判的に捉え、そこから
得た知⾒を⾃分たちの実践に還していく。それが異なる複数の実践が「交差」し、新たな実
践、動きを⽣み出していくために⼤切となることの⼀つなのだろうか、またそのためにはど
んな仕掛けが必要なのだろうか、とそれぞれの発表や発表者同⼠の交流から私⾃⾝も考え
させられる場となった。 

⽂責：⼭本 結⼦（神⼾⼤学国際⼈間科学部 4年・ESD プラットフォームWILL） 
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n ESD 企画づくりワークショップ報告 
 

異質なものの交差が生む ESD の新たな可能性 

 

後藤聡美（神戸大学） 
 
 本セッションでは、ESD の実践を広げ、社会⽂化的な運動として展開していく上で不可
⽋となる「異質なものの交差」をテーマに、参加者⾃⾝が ESD 推進のための企画づくりを
⾏うワークショップを実施した。ここでいう「異質なもの」とは、⼈や組織、世代、価値観、
専⾨性、社会課題として扱われるテーマなどを指す。異なる主体が同じ場に集まるだけで
は、新たな実践につながるとは限らない。そこで、異なる⽴場や関⼼をもつ⼈々が交差し、
互いの発想を組み合わせながら企画を構想するプロセスそのものを、ESD を推進する学び
として位置づけた。 
 本セッションは、⽇本 RCE ユース会議との合同開催であった。これまで RCE ユース会
議と国内 RCE 実務者会議は別の空間で⾏われていたが、今回はユース側から「⾮ユースと
ももっと交流したい」という声があったことを踏まえ、両者が混ざり合う構造を意識して
場を設計した。単に同じ場に集まるのではなく、ユース同⼠で安⼼して本⾳を語ることの
できる場を確保しながら、異なる世代の経験や視点から学び合うことを⽬指した。 
 前半では、参加者が「ユース」と「⾮ユース」に分かれ、ESD を進めるための企画づく
りに取り組んだ。その結果、ユース側からは既存の枠組みにとらわれない⾃由な発想の企
画が多く⽣まれた⼀⽅、⾮ユース側では、現実の社会課題や地域の状況に即した、実現可
能性を意識した企画が多く⾒られた。その後、参加者が他グループの企画を⾃由に⾒て回
り、⾃分たちの企画を相対化するとともに、異なる発想との接続可能性を探った。 
 後半では、「ユース／⾮ユース」という区分を解き、両者が混ざったグループを再編成し
た。そして、「これから ESD を進めるためには、どのような動きが⼤切か」という問いに
ついて議論した。前半で⽣まれた異なる発想を持ち寄ることで、個別の企画づくりから⼀
段階視点を引き上げ、ESD を社会⽂化的な運動として展開していくために必要な関係性や
動きについて考えた。 
 本ワークショップでは、異なる⼈・世代・経験を実際に交差させ、企画をつくり、他者
の発想に触れながら問い直すプロセスそのものを学習機会とした。特に、ユースの⾃由な
発想と、⾮ユースがもつ社会課題への経験や実践知を対⽐させるだけでなく、それらを交
差させることで、双⽅から学び合い、新たな ESD の動きを⽣み出す可能性を探った。今後
も、異なる主体がそれぞれの強みや視点を持ち寄り、互いの違いを活かしながら実践を⽣
み出す場をどのように設計していくかが課題となる。 
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n 総合シンポジウム報告 
 
 
髙⽥知紀（兵庫県⽴⼤学／兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館） 
 
 第 8回 ESD 実践研究集会の最後のプログラムであった「総合シンポジウム」では、ESD
推進ネットひょうご神⼾から４⼈のスピーカーが登壇し、2⽇間にわたる集会の内容を振
り返りつつ、今後の ESD の実践に向けた展望について、参加者全員とディスカッション
を⾏った。 
 わたしが総合シンポジウムのコーディネーターとして意識していたことは次の２点であ
る。1 点⽬は、「壮⼤な雑談の場」として、会場にいるどんな発⾔・コメントも受け⽌める
ことである。時には論点が⾶躍し、前後の⽂脈に関連性がなかったとしても、そのリアル
な対話の状況をそのまま受容し、それぞれが内⾯化しようとする努⼒こそが、ESD の営み
だと考えるからである。2 点⽬は、2⽇間の集会で少しずつ浮かび上がってきたキーワード
や視点を、無理につなげたり、あるいは全体として結論づけたりしないことである。集会
全体の共通認識のような結論が⾒出されたら、参加者はスッキリするかもしれない。⼀⽅
でわたしは、実はそこにさまざまな⽭盾や葛藤が内在しているということに注意を払う姿
勢が、ESD において不可⽋であると考える。 

総合シンポジウムでは、最後に参加者が少しの「モヤモヤ」をお⼟産として持って帰れ
るような「不完全で、複雑で、美しい対話」を⽬指した。その⼀つの成果としてのキーワ
ード群を⽰す。 
 

 
図 総合シンポジウムで抽出されたキーワード群 
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吉良佳晃（丹波篠⼭ 吉良農園） 
 
経営者として農業を「継業」し、農家として地域を「継承」する⽴場から、丹波篠⼭に
おける現場実践を通じて ESD のこれからについて共に考えることができた。 

⼈⼝減少や少⼦⾼齢化による影響がどこか遠い「⾔葉・現象」でなく「⽇々の暮らし」
の変容に直結する段階になると、「問題の表出⇒即課題解決へ」というフレームになり、ビ
ジネスライクな「⾒える化」「成果」の直線的設定と切り分けが進むことが多いと感じ
る。そこにはもはや余⽩がない。現実には本実践研究集会のようにごちゃまぜであり、分
けるほうがよいもの、そのままとらえるべきものが幾重にも層を成しているのに。 
知と実践が交差し、予定調和でない発⾒が醍醐味だと感じる ESD の実践。これからも私
たちは⼟着≒暮らしとしてあえて分けない、越境≒フィールドとして客観視もできるとい
う当事者と当事者性が⾏き来するカオスな「創造的継承の場」である農村地域を⼤切に紡
いでいこうと思う。 
 
 
 
齋藤優⼦（⽇本⽣活協同組合連合会） 
 
総合シンポジウムの中で ESD は、「100 年かけて変化を起こしていく⽂化運動」であると
の視点が共有され、その本質は、⼀⼈ひとりが市⺠としての当事者性を持ち、対話や経験
を通じて社会のあり⽅を問い続けるプロセスにあると感じた。特に、「押し付けが主体性を
奪う」というキーワードは印象的であり、成果や効率が求められる⾵潮の中で、良かれと
思って⽤意した「学び」の場が、ともすれば答えに効率的にたどり着くための「お仕着
せ」になってしまうリスクにも気づかされた。ESD 実践で⼤切にすべき偶発的・偶然的な
ものをキャッチできるような余⽩・ゆとり・時間をかけた対話と経験は、どのような場や
関係性の中で⽣まれていくのか、それは果たして意図的に仕掛けることができるものなの
かということについて、考えていきたい。 
 
 
 
池⽥拓也（灘⾼等学校） 
 
 学校現場で働く視点とあすパ・ユース震災語り部隊のような地域での若者の活動に関わ
っている視点から、総合シンポジウムの場で発⾔をした。 
 学校で学べることはたくさんあるが、教員や社会全体が「学校での学びの限界」を認識
することも⼤事である。校外の実践者は⼦ども（若者）がたくさんいる学校へのアプロー
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チをされるが、学校の⽂脈やタイミングなどを考えて繋がらないと、お互いにとって不幸
になることもあるので、注意したい。本当は教員がそのコーディネートをすべきであると
考えている。 
 また、学校外だからこそ「待つ勇気」も必要である（本当は学校でもそうありたいが、
なかなか難しい）。「若者しかできないこと」に出会わせるしかけも必要である。そのよう
な取り組みの中で、「市⺠としての当事者性」に気づく活動が求められているように感じて
いる。 
 
 
 
⽩根愛⼦（ESD プラットフォーム WILL／神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科修⼠ 2年） 
 

シンポジウムでは ESD 推進に向けた「乗り越える壁」として、「脱成果主義」「脱競争社
会」などが挙がり議論された。シンポジウムで出たキーワードとは異なるが、全体をふり返
ると、現代の「みえにくい社会」は乗り越えるべき⾮常に⼤きな壁であると考える。インタ
ーネットの普及で情報は溢れ、むしろ⾒えすぎているものも多いが、その情報の背景や仕組
みを考える機会は少なくなっている。⾐⾷住、⾃然や伝統も、誰かの営みによって⽀えられ
ているにもかかわらず、その過程は⾒えにくくなっていると感じる。それゆえ成果にこだわ
ったり、背⽐べしたりすることでの可視化がよく⾏われている。しかし、⽬先の結果ではな
く、⾒えにくい価値やつながりに光を当て、問い続けながら実践を積み重ねることが ESD
の本質であるという認識がシンポジウムでも共有された。私⾃⾝、ESD に出会い 5 年ほど
経つが（まだ 5 年）、みえていないものがきっと多くある。アンテナを張り、経験を重ね、
対話を通して気づきを深めながら、多様な⼈とともに⼀歩ずつ「乗り越える階段」をのぼっ
ていきたいと思う。 
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第 8 回 ESD 実践研究集会 アンケート結果まとめ 

（回答数 61 名） 

 

文責：北村 胡桃（神戸まちづくり研究所） 

 

１．参加されたプログラムを教えてください。 
参加者の多くは基調講演およびポスターセッションに参加しており、2 ⽇間を通して参加し
た⽅も 15名いました。 

参加プログラム ⼈数 割合 
基調講演＋ポスターセッション 22 36.1% 
全プログラム参加 15 24.6% 
ポスターセッションのみ 10 16.4% 
基調講演のみ 7 11.5% 
その他 7 11.5% 

 
２．本研究集会について何でお知りになりましたか 
最も多かったのは「友⼈・知⼈からの紹介」で、⼈的ネットワークを通じた参加が中⼼でし
た。 

きっかけ ⼈数 割合 
友⼈・知⼈からの紹介 35 57.4% 
ESD 推進ネットひょうご神⼾メーリングリスト 7 11.5% 
他団体のメーリングリスト・ホームページ 3 4.9% 
ESD プラットフォーム WILL メーリングリスト 2 3.3% 
その他 14 23.0% 
■主なその他回答 
国連⼤学からのお知らせ ／RCE岡⼭、RCE北九州からの紹介／ 社会教育主事講習受講者
への案内／担当教員からの紹介など 
  
３．内容はいかがでしたか 
「満⾜」「やや満⾜」を合わせると 95.1％となり、⾼い評価を得ました。 

回答 ⼈数 割合 
満⾜ 51 83.6% 
やや満⾜ 7 11.5% 
どちらともいえない 2 3.3% 
やや不満 1 1.6% 
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４．よろしければ具体的に感想・意⾒をお書きください。 
①基調講演への感想（5件） 
• 基調講演がまず⾯⽩かったです。その後の ESD.RCE リレートークで実際に様々な活

動の輪が広がっていることに感動しました。  
• 松岡先⽣のご講演はとても楽しく惹き付けられました。リレートークでは多様なご活

躍やお考えを学び、⾃分の⽇々の教育活動を ESD の観点から考えたいと思いました。  
• 松岡先⽣のご表情が ESD の素晴らしさを物語っていました。終盤の、「⾼校⽣と僕も

繋がれるわけですよ‥〜なんだその顔はー！」のくだりとか、もう本当に良かったで
す。社会教育って、笑いありきだよな‥と実感しました。  

• 基調講演が特に⾯⽩かったです。「持続可能な開発」の定義など、スルーしてしまいそ
うになるようなことについて情報を提供していただけたことが貴重な経験でした。  

• はじめて参加しました。基調講演のおしゃべりは上⼿です。⼀⽅で専⾨⽤語や業界⽤語
が多く、⼀般参加者には分かりにくい部分がありました。 

 
②ESD への理解（10件） 
• 今回初めて参加させていただき、またポスターセッションでも発表の機会をいただき

ました。⽇々の実践をこうした形で伝える場はこれまでになかったので、多くの⽅々に
聞いていただき、また関⼼も持っていただき励みになりました。基調講演では、ESD と
いう⾔葉についてまだ不勉強ですが、少し理解が深まったように思います。  

• ESD の意義を考えるとともに、実践を知ることができて良かったです。  
• 本集会が継続されてきた過程に、遊び⼼から始まった取り組みがあり（「E, S, D それ

ぞれからのアプローチ」や「い、しょく、じゅう」）それが多様性を⽣み出し、様々な
分野の⼈達とのつながりやアイデアが⽣まれたとのお話が印象的でした。柔軟な発想
で中⼼軸はブレずに考えることの⼤事さを感じました。当事者性をもっているとは、単
に経験があることでなく、知識、情報を⼗分にもち⼈脈があり、それと共にワクワク感
があるとのお話に共感しました。  

• ぼやっと思っていることを認知化していただき⼤変興味深かった。  
• ⾃分は、ESD というものを深く知らなかったが、基調講演やポスターセッション等を

聞き、興味がわいた。またこのような活動があると知らなかった。もっと視野を広げる
必要があると感じたし、⾃分の探求をもっと深めようと思った。  

• ESD に関してさまざまな視点からの意⾒、活動が聞けてよかったです。  
• 正直あまり、ESD について考えたことがなかったんですが、今回楽しく講演やポスタ

ーセッションを聞かせて頂き、多⽅⾯から学びを深められました。  
• ESD という⾔葉を初めて出会いました。ただ発表する⽬的で来たけれど、基調講演が

とても⾯⽩くて、⾃分の新しい道が⾒えた気がします。  
• ESD とは何か、がよくわかりました  
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• 第 8 回 ESD 実践研究集会に参加して、持続可能な社会づくりに向けた教育の可能性を
改めて実感しました。さまざまな学校や地域での実践事例を聞く中で、理論だけでなく
現場での具体的な取り組みが重要であることを強く感じました。  

 
③実践事例・ポスターセッションからの学び（14件） 
• 教育についてはあまり触れることができなかったですが、暖かい雰囲気で意⾒やアド

バイスをくださる⽅が多く、とても良い時間を過ごせたと感じます。他の⽅の発表に関
しては、地震への対策についての教育の発表をされているところや、まちづくりについ
ての発表を⾏っているところなど、興味深い内容が沢⼭ありました。  

• 様々な取り組みや活動している⼈だからこそ共感できる悩みや問題意識に触れ、共有
することができました。今後の活動に⽣かせることが沢⼭あり⼤変勉強になりました。  

• 他地域の RCE やユネスコ関連の動向を知ることができ、有意義な時間になりました。  
• ⾊々な⽅々の活動を聞くことができ⼤満⾜です。  
• 沢⼭の実践を聞けました  
• よい取組みが多くあり、参考になった  
• 様々な世代の⽅の発表が聞けてよかった  
• 様々な活動を知れてよかったです。  
• ⾊々な活動について知れるのはもちろんのこと直接質問できるのがよかったです。質問

することによって理解が深まりました。  
• 様々な⼈の ESD に向けた多様な活動に感⼼した。  
• 他の団体の発表を⾒れた。よかった。  
• いろんなことが聞いて、いろいろ勉強できました。  
• 知らなかった分野の発表を聞くことができました。  
• 多世代の取り組が知れてとても勉強になりました。  
 
④交流・ネットワーク形成・多世代交流（9件） 
• ユースと⾊々な地域の RCE の⽅々とが最終⼀緒になり、交流できたことが⼀番良かっ

たです。ESD は世代間や多様な⽅々の価値観を尊重するところが重要だと思います。
ユースに⾜りない所、RCE（⼤⼈とします）の⽅々の⾜りない所を埋めるという事で
はなく、それぞれの強みや⻑所を活かした活動を融合して新たな活動を⽣み出すこと
が社会の変容につながると思います。現実は少⼦⾼齢社会です。どの世代も⼤切で世界、
いや地球の⽣き物も同じです。対話や議論を重ねて最終、地球の幸せの⼀助になれるよ
うに微⼒ながら参加を続けて⾏きたいと思いました。⾃⼰反省をしながら。  

• ESD について改めて深く議論し、RCE の価値を再認識することができました。中学⽣
から⻑年 RCE に携わられている⽅など多世代、他分野のかたが集まり、ネットワーク
の拡⼤・深化という意味でも有意義な機会でした。  
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• 普段関わりのない実践者やアカデミアとのつながりができて⾯⽩かった。また、⾼校⽣
や中学⽣も多く参加していたことが記憶に残った。  

• 意⾒交換できて良かった。  
• 様々な団体と交流できた  
• ⾃分達の活動を振り返る機会になった。交流できた。  
• ⾊々な年齢の⽅々と関われて、貴重な意⾒もいただけ、楽しかったです。  
• 思いの他たくさんの⽅々に参加して頂き、多様な交流が⽣まれた。  
• あまり関わったことのない研究内容や、年齢の全く違う⽅の活動をたくさん聞けて⼤

変貴重な機会となりました。  
 
⑤ワークショップ・対話・内省（5件） 
• いろんな⽅のお話を聞いて、⾃分⾃⾝も考えたり話したりして、いろんな⾯から捉えた

り考えたりするきっかけをいただきました。  
• 今回初めて実践集会に参加しました。繋がりを広げることができただけでなく、内省す

るきっかけになったことが⾃分にとって⼤きな糧となりました。現在就職活動をする
中で、⼈と⽐較して半ば競ったり、すぐに答えがわからないものを避けたりする⾃分が
いました。しかし、もっと⾃分の当事者性をみつめて⾃分の⼼からやりたいことをやり
たいし、分からなさと向き合うことにも⽴ち向かってみたいと思うようになりました。
今は分からないことがあるとムズムズしてしまうけれど、分からなさを前向きに受け
⼊れて楽しめるようになれたらな…と妄想します。企画・運営に尽⼒いただいた皆様、
そしてお会いできた皆様、貴重な時間をありがとうございました。 

• ポスターセッションなどでは〜企画ワークショップでは世代をわけた考えや世代をま
ぜた交流を通した企画作りを⾏うことで気づくことも多く学びも多かった。  

• 考えた内容について様々な観点からのアドバイスを受けることができて良かったです。  
• 様々な経験を得られて、とてもいい機会になりました！！  
 
⑥構成・ 運営・進⾏への評価（9件） 
• ⾼⽥さんの挨拶で会の趣旨がまとめられ、松岡さんの基調講演でこれまでの SD の流

れと RCE の経緯がまとめられ、とても体系的な理解の得られる構成になっていたと思
います。  

• 前提の共有や、どのレベル感や⽴場の⽅でも参加しやすい話し⽅なども含め、すべてが
2 ⽇間の終わりに向かってつながっていくようなプログラムでした。  

• ⾼⽥さんのあいさつにあった「雑多」「ごちゃまぜ」「不完全を楽しむ」というメッセー
ジによって、その後の基調講演、企画ワークショップ、総合シンポジウムを通して、⼼
理的な安全性が確保され、多様な視点で楽しめる集会となったと思います。松岡さんの
基調講演では ESD の本質、RCE 兵庫-神⼾の歩んできた背景とその時々のホットな葛
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藤、そして「当事者性」について学ばせていただきました。ポスターセッション、懇親
会に参加できなかったのはとても残念ですが、2 ⽇⽬の企画ワークショップでは 1 ⽇
⽬の熱量を感じることができる場⾯、多様な意⾒に出会い、練られた構成や後藤さん、
⼤垣さんの進⾏がさらにそれらを引き出す雰囲気をつくっていました。グループファシ
リを担当した私としては、参加者の考えや想いを引き出しきれずに悔しい思いが残り
ましたが、最後の「壮⼤な雑談」となる総合シンポジウムでは、斎藤さん、池⽥さん、
⽩根さんのパーソナルな部分とESDの共鳴が感じられ、ごちゃまぜに助けられました。
現場に戻り、改めて振り返ると、総合シンポジウムでも述べた「当事者性」「実践のグ
ラデーション」について、まだもやもやが残っています。「教育」と「実践」、「暮らし」
「仕事」「個⼈の変容と社会の変容」へは、腹落ちにはまだまだ遠く、考え、挑戦し続
けていきます。  

• ESD企画づくりワークショップでは、ファシリテーションの⽅の進⾏がスムーズで、
グループ内の話題をきれいにまとめていた事が印象的でした。 

• ポスターリレートークの進め⽅が斬新で良かった。企画作りワークショップがとても
⾯⽩かったです。WILL のみなさん、運営の皆さんありがとうございました。  

• 進⾏においては、臨機応変に対応されていて参加者に対する配慮が細部まで⾏き届い
ており充実した 2 ⽇間となりました。  

• １⽇⽬のみの参加でしたが、WILL の皆さんはじめ事務局の皆さんのおかげで、スムー
ズに運営されたと思います。遠⽅から参加された⽅も満⾜度に⾼い研究会だったのでは
ないでしょうか。中でも、⾼校⽣、⼤学⽣の皆さんのポスターセッションは、訴えたい
こともわかりやすく、⼤変勉強になりました。今後もこうした機会があれば、参加させ
ていただきます。本当にお疲れ様でした。 

• みなさんの現場の⼈たちの⽣の声を聞けてとても参考になり勉強になりました。⽣の
地域の問題が聞けて貴重な時間だったと思います。また、WILL のスタッフの⽅々が優
秀すぎてとてもやりやすかったです。本当に学びあり成⻑ありの楽しい会でした。 

• ホームページ上の発表時間の表記がわかりにくかったです。全員が各 3 分とのことだ
ったので、（⼈数）×（3分）かと思って準備していました。  

 
⑦今後への期待・テーマ提案（1件） 
• またどこかで、⾷と健康をテーマに話し合える会があれば僕は嬉しいです。  
 
５．ESD 推進ネットひょうご神⼾（RCE 兵庫-神⼾）のメンバーですか 
参加者の約 85％がメンバー以外であり、新たな層への広がりが⾒られました。 

回答 ⼈数 割合 
はい 9 14.8% 
いいえ 52 85.2% 
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６．今後、ESD 推進ネットひょうご神⼾として取り組みたいことを教えてください。 
①ユース参画・次世代育成（2件） 
• ユースが、よりワクワクできるプログラムを打ち出したい。 
• ESD の⽣涯学習プログラム？あまり知らない⽅向けのプログラムとか、ユースだけで

なく縦軸の時間を意識した ESD などを考えてみたいと今回の参加を経て感じました。 
 
②ネットワークを活かした協働・対話（3件） 
• ひょうご神⼾の中で協働してひょうご神⼾らしさが出て尚且つ今後に繋がる強みのあ

る活動を取り組みたいです。誰もが、主役です。皆さんで対話し、議論して⾏きたいで
す。ハードルは⾼くなくらないように⾝近な活動を模索します。そして事務局にも協⼒
します。 

• 個⼈的に、ネットワークを活⽤した教育実践の展開ができていないのでそこに取り組
みたいです。 

• 参加団体同⼠が交流する機会(どんな活動をしているか、現状の課題、など）があって
も良いのではと思いました。今回のようなポスターセッションだと⼤変なので、オンラ
インか⼩グループで「お仕事拝⾒」的な。 

 
③ESD の普及・学びの場づくり（2件） 
• 出張 ESD 実践研究 
• 推進ネットとして、まだまだ⽇が浅く理解不⼗分ですが、ESD の⽣涯学習プログラム？

あまり知らない⽅向けのプログラムとか、ユースだけでなく縦軸の時間を意識した
ESD などを考えてみたいと今回の参加を経て感じました。 

 
④多⽂化共⽣・フェアトレード・居場所づくり（1件） 
• 個⼈的には校内の国際、多⽂化共⽣担当として、フェアトレードカフェや(福祉的側⾯

の)居場所カフェ等のイベントを充実させていきます。ボランティアで関わっている地
域の外国つながり⽣徒の⽀援も細く⻑くおこなっていきたいです。 
今回参加させていただき、今はまだまだですが、いつか⾃分の活動も⾔語化してポス
ター発表などできればと思いました。当事者性についても学びたいです。 

 
⑤防災分野での取り組み（1件） 
• 防災啓発 
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学び合い，エンパワメントする空気の中で 

～ESD 研究集会での「出会い」と「気づき」～ 

 

岩橋 嘉大（兵庫県立青雲高等学校） 
 
私は今回、池⽥拓也⽒の紹介によりポスターセッションで発表を⾏った。題⽬は「教員

のエージェンシーが創発する研究コミュニティの可能性―⾼等学校『社会系教科』研究会
の分析を⼿がかりとして―」である。2021年から主宰してきた研究会の運営過程で同⽒と
出会い、多くの⽀援を受けてきた経緯があり、今回初めての本格的なポスター発表に挑戦
した。 

本研究集会で特に印象に残ったのは、①参加者同⼠のエンパワメントする雰囲気、②基
調講演で提⽰された ESD 実践の理念、③継続性をもった「出会い」の価値の三点であ
る。 
第⼀に、参加者の主体性に満ちた空気感である。私はこれまで約 5年にわたり、教員の
授業づくりを⽀える研究コミュニティの構築に取り組んできたが、その核となるのは、教
員⾃⾝の仮説的提案とそれを基盤とした協働的な学習である。今回の集会では発表時の聴
衆の反応や学⽣団体の積極的な質問姿勢から、互いの実践や意欲を尊重し合う⽂化が共有
されていることを実感した。普段参加している社会科教育系学会の批判的議論中⼼の場と
は異なり、包摂性と参画意識の⾼さが際⽴っていた。 
第⼆に、松岡広路⽒による講演「ESD のロマン」で⽰された草の根から社会変⾰を志向

する構想に強い共感を覚えた。私⾃⾝が博⼠課程で取り組んできた「未来洞察」という研
究テーマは未来を複数の可能性として捉え、オルタナティヴな未来像を構想する枠組みで
あるが、講演で提⽰された多層的・多元的な視点や希望志向のプロセスはこの研究と深く
響き合うものであった。⻑期的視野に⽴つ実践の蓄積が、社会変⾰を⽀えるという点にお
いて⼤変⽰唆的であった。 
第三に、「出会い」の持続的価値である。本集会は参加者同⼠が実践を持ち寄り、相互

に学び合う関係性を形成しているため、⼀度の交流にとどまらず、継続的な協働へと発展
する可能性を内包している。実際に私⾃⾝、キャリア教育の実践を報告していた⼩⽥中美
穂⽒との出会いは、本校での新たな実践検討へとつながった。また、共同発表者である東
⽥先⽣が本発表を契機に⼤学院進学への意欲を⽰したことも、研究コミュニティの持つ
「出会い」の波及効果を象徴する出来事であった。 
以上より、本研究集会の本質は、相互承認と協働を基盤としたボトムアップ型の研究⽂

化にあるといえる。参加者⼀⼈ひとりの主体性が引き出され、それが新たな実践や学びを
連鎖的に⽣み出していく。このような場の意義を改めて実感するとともに、今後の⾃⾝の
研究および実践のあり⽅を再考する契機となった。  
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全国から集う熱意に学ぶ、これからの ESD 実践の可能性 

 

尾崎 優子（神戸常盤大学） 

 
これまで地⽅⼤会レベルで育まれてきた本研究集会だが、今年は環境省をはじめとする

国の機関の参画、そして全国各地からの参加者が集う全国規模の⼤会として開催された。ポ
スターセッションである「リレートーク」には 50件近くの発表が揃い、例年以上の熱気と
規模の⼤きさが伝わり、開始早々から胸が⾼鳴るのを感じた。 
特に印象深かったのは、基調講演を⽪切りに、環境省や国連⼤学による施策の共有と、全

国各地の多様な実践事例、シンポジウムでの議論がシームレスに繋がっていた点である。基
調講演によって ESD の現在の地平とこれからの羅針盤を得ることからスタートし、国際的
かつマクロな視点や、異なる⾵⼟を持つ他地域の泥臭くも先進的な取り組みに触れたこと
で、⾝近な地域の課題解決に⽬を向けがちだった⾃らの実践をより広い視野で捉え直すき
っかけとなった。 

その中でも、ESD企画づくりワークショップは、RCE 兵庫―神⼾がこれまで⼤切にして
きた「異質なものの交差」をねらって企画されたプログラムであり、「RCE 兵庫―神⼾らし
さ」が突出していたプログラムであった。世代的・地理的な壁を越えて「持続可能な社会の
創り⼿を育てる」という共通の⽬的のもとに多様なセクターが集う様⼦は、まさにこれから
の ESD が⽬指すべきネットワークの姿そのものであると感じた。ファシリテーターを務め
た⼀⼈として、当初は「企画づくり」に⾄るのか疑⼼暗⻤であったが、アウトプットそのも
のよりも⽴場の異なる多様な参加者の交流にこそ意義があることを「ビシバシと」感じるこ
とができた。全国規模の⼤会という⼤きな舞台でありながらも、参加者から語られる⾔葉は
どれも現場のリアルな課題感に根ざしており、形式的な議論に終始しない本集会の良さが
しっかりと引き継がれていることに深く感銘を受けた。また、ユースが⽣⾝で感じている
ESD への思いに触れ、「地域固有の⽂脈をいかに次世代に繋ぐか」というテーマとして私⾃
⾝の活動にも強く響くものがあった。 

今回の参加を通じて、全国にこれほど多くの⼼強い同志がいるのだと確信でき、⼤きな勇
気をいただいた。ここで得られた最新の知⾒や、全国の実践者たちの熱量を⾃らの地域に持
ち帰り、⽇々の実践に還元していきたい。2027 年、RCE 兵庫―神⼾は 20 周年を迎える。
より強固なプラットフォームへと進化を遂げた本研究集会の今後の発展を⼼より楽しみに
している。 
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ESD の活動が「総合的」であるために 

 

末廣 晃（神戸大学文学部 4年・ESD プラットフォーム WILL） 
 
第 8 回 ESD 実践研究集会は、1 ⽇⽬に ESD に関する基調講演と 50 のポスター発表、2

⽇⽬にワークショップと、それを踏まえた上での総合シンポジウムという構成で⾏われま
した。私は RCE ひょうご-神⼾のユース組織である ESD プラットフォーム WILL のメンバ
ーとして、すべての⽇程に参加しました。 

総合シンポジウムは、⾃戒も込めて⾔えば、好き勝⼿なおしゃべりに終わってしまったよ
うに感じます。確かに、「尊重のもとの対話」であるとか、「ユースは「探している⼈」」で
あるとか、ESD と呼ばれている諸活動を⾏う際に⼤切なコミュニケーションの作法に関し
ては重要なキーワードが出ました。しかし、ESD が何を中⼼的な価値とするのかというこ
とについて、シンポジウムの登壇者やフロアの参加者の⾃由な解釈に委ねられすぎていた
と思います。ESD がさまざまなテーマ・さまざまな領域の課題の「総合的な解決」を⽬指
すプロセスである限りは、シンポジウムは、「総合」の作業とは何たるかを⽰す役割を担う
べきだったのではないでしょうか。 

ここで私のテーマを明らかにすれば、私は能登半島地震の被災地での WILL の活動に参
加し、被災地に折り重なる過疎地の問題に衝撃を受けて以来、WILL のボランティアとして
現地に通い続けています。同時に、地理学研究者としても被災地に関わることを決め、卒業
論⽂では能登の仮設住宅に住む⼈たちに聞き取り調査を始めました。私にとって能登半島
地震の被災地に現れている過疎地の災害と復興の問題に取り組む重要性は⾃明のことです
が、いざ⾔葉にして⼈に伝えようとすると中々苦労しています。 

「領域専⾨家ではない」ことを標榜するからといって、それぞれの領域の価値観を理解し
なくていいということにはなりません。むしろ、深い理解が必要です。さまざまな場所でさ
まざまなテーマ・領域に体でぶつかって取り組んでこられた⽅たちの「これだけは譲れない」
という点を明らかにし、どんな社会を作っていきたいか、⾔葉を交わしていくことの先にし
か「総合」はないように思います。教育研究者は率先してその役割を担っていくべきだと思
います。 

ESD は「地域」に深く⼊り込み、そこで現れている課題に取り組む活動なのでしょうか。
それとも逆に、「地域」とは異なる場所で新たなコミュニティを⽴ち上げようとする活動な
のでしょうか。私にはどちらも重要であるように思われます。両⽅の場所でなされる会話と
⾝体活動を⽷⼝に、ESD を語る⾔葉を豊かにしていくことを⼤切にしたいものです。 
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「ごちゃまぜ」の中に見いだす ESD の価値と、人と人が出会う意味 

〜RCE 兵庫－神戸への期待〜 

 

龍原 梢（国連大学サステイナビリティ高等研究所 プログラムアソシエイト） 
 

この度、国連⼤学サステイナビリティ⾼等研究所と RCE 兵庫−神⼾との共催により、3
⽉ 21 ⽇（⼟）に第 8 回 ESD 実践研究集会のサイドイベントとして、第 8 回⽇本 RCEユ
ース会議を開催いたしました。⼈⼯知能（AI）の発展により、⼈と⼈とのつながりや交流、
議論を経なくても、AI が答えを導き出してくれる時代になりつつあります。そのような時
代だからこそ、あえて⼈と⼈との交わりを重視し、多様な価値観や考え⽅が「ごちゃまぜ」
に混ざり合う中に ESD の価値を⾒いだし、その「交差」から⽣まれる場づくりを⼤切にし
ているのが RCE 兵庫−神⼾だと感じました。 
傍から⾒ると、そんな学びのプロセス⾃体が混沌としているように⾒えることもありま

す。当事者としてオーナーシップを持って関わることで⽣まれる喜びや達成感があり、時に
は葛藤や挫折、悲しみを経験することもあるでしょう。課題に真摯に問いに向き合い、その
答えを探し続けるプロセスには苦労があります。しかし、同時に、そこには⼤きな学びと喜
びがあります。この度、⽇本 RCEユース会議の開催にあたり、RCE 兵庫−神⼾の皆様とご
⼀緒する機会を通して、RCE 兵庫−神⼾には、そのような⼈間らしい学びが息づいている
と感じました。 

RCE 兵庫−神⼾は、元神⼾⼤学の松岡広路教授のリーダーシップのもと、2007年に設⽴
されました。国連⼤学が提唱する「持続可能な開発のための教育に関する地域拠点（RCE）」
の理念を地域で実践する拠点として、⼤学、⾏政、市⺠団体、企業、学校など多様な主体を
結びつけながら、持続可能な社会の実現に向けた学びと実践の場を築いてきました。設⽴以
来、地域課題を共に考え、社会を変⾰する担い⼿の育成に取り組み続け、ユースエンパワメ
ントの分野においても先進的な役割を果たしてきています。 

また、RCE 兵庫−神⼾の⼤きな魅⼒は、異なる世代や⽴場、専⾨分野を持つ⼈々が対話
を重ねながら共に学び合う⽂化にあると思います。⾏政、教育機関、市⺠団体、企業、そし
て若者たちが、それぞれの経験や価値観を持ち寄りながら地域の未来について考える姿は、
まさに ESD が⽬指す学びの実践そのものではないでしょうか。 
私⾃⾝も年齢を重ねる中で実感しますが、若い世代だからこそ⽣み出せる視点や、未来志
向のフレッシュな感性があります。そのような若者たちの思いや挑戦を⼤切にしながら、時
にカオスでありながらも前へ進み続ける RCE 兵庫−神⼾の皆様のご活動に⼼から敬意を表
します。 

今後も多様な⼈々が出会い、対話し、学び合う中から、新たな社会変⾰の担い⼿が育まれ
ることを期待するとともに、RCE 兵庫−神⼾の今後ますますのご発展を祈念申し上げます。 
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ESD への期待と予想 

中村 信太郎（神戸市役所） 

 
ESD は教育に留まらない広範な可能性があるが、難しさにより簡単には実現しないと予想
した。（2013 年 ボランティア活動をする中で ESD に出会った際の第⼀印象） 
・・・・。 
やはり難しさがある。 無理なのか？  そもそも⾃分の誤認なのか？・・・・。 
・・・・・・・・。 難しさはここに限らない・・・。 
 
【何らかの『助けになりうること、もの、考え⽅』があれば、広範な可能性の実現に向かう
のではないか】 
（2026 年 実践研究集会を経て、現在までに以下のようなことを考えています。） 
 
XｓのＲとＹｓのＲが類似しているとき、Xｓの S とＹｓの S は同じ 
※ Xｓ、Ｙｓ＝課題たち  R＝難しい理由（等）  S＝solution（⼀つに限定されない） 
※ 『何か 誰か ⾃分』が原因 あるいは 除外や排除 怒りや憎しみ（等）を除く。  
 
優先順位・⽅法の⾒つめなおし（の優先順位） 
※ 『⾊々とわかってはいるが⻑年難しいままでなかなか上⼿くいかない』場合（等）に。 
※ 『何か 誰か ⾃分』が原因 あるいは 除外や排除 怒りや憎しみ（等）を除く。  
 
オートマチックトランスミッション 
※『ギア（のみ）による駆動』はギアの形状や配置、回転数（速度）が合わないとかみ合わ
ない。 
※ （⼈の動きと⾒た場合）『何か誰か⾃分』が原因 あるいは除外や排除 怒りや憎しみ
（等）を除く。  
 
アクティビティモード 
※『⽣命活動としての状態（変化する）』があり、その影響がある（仮説） 
※ ⽣命体がその影響を受けている場合、恐らく⼈間もその影響を受けている（仮説） 
 
『ずれ』 
※ “拠点”と“ずれ点（仮説）” では ずれ点のほうが優れている（仮説） 
※『０か１００か』と『１．1 』では後者のほうが優れている（仮説） 
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グレーゾーンは存在する 

 

野崎 隆一（神戸まちづくり研究所） 

 
これまでの実践研究集会の議論を振り返ってみると 2020 年〜2022 年のコロナによる関

性喪失期を超えて「ごちゃ混ぜ」「カオス」「NEGATIVE CAPABILITY」「雑多性」などのキ
ーワードが、徐々に存在感を持ち始めてきていることを感じます。トランプが、⼆期⽬の⼤
統領になり、⽇本では最近の選挙で中道連合が⼤敗するなど、戦後世界で当たり前と思われ
てきたリベラル的価値観が簡単に覆る事態が続いており、その背景には、左右、世代、階層
といった多軸での分断があるようです。 
 ⼩さい頃から意⾒の対⽴に出会った時、いつもどちらの⾔い分もわかるという感覚があ
り、幼い頃は、⾃分が未熟で確たる価値観を⾝につけていないからだと思いこんでいた。通
っていた教育学部附属⼩学校では、当時クラス討論がよく⾏われていました。⼤好きだった
模擬討論では、いつもどちらにもつかず、⾜して⼆で割る妥協案を出して得意がっていた。
その後、政治家だった祖⽗の影響もあり⺠主主義、それにまつわる思想・哲学に関⼼を持ち
始めると、⾃分の⽴ち位置を明確にすること、中間でフラフラしているわけにはいかない、
との想いにかられる事になった。1970 年前後の激動期は、毎晩学⽣や活動家たちと激論し、
「⾃⼰否定」という⾔葉とともにまさにそのような葛藤の渦中であったように思う。 
 しかし、25 年後に遭遇した阪神・淡路⼤震災での役割は、被災マンションの再建、地域
社会の再編成といった課題の中で⾃然と中間的調整者としてのものであった。そこでは、⽴
場を補強して明確にするより、中間的な妥協点をいかにして構築するかが重要だった。それ
は、⾃分の天性が活かされる場でもあった。その後、東⽇本、熊本、能登と次々と起こる災
害被災地に出向いて、⽀援者も交えた話合いを重ねて来たが、すべてがグレーゾーンの中で、
そこから如何にして脱出できるかという思いで⾏われているということに気づいた。グレ
ーゾーンこそ常態なのに、なぜグレーゾーンに耐えられないのか？この間の私たちの議論
は、そのような実態の中で⽣まれているのだと思いました。グレーでええやんか。私は、グ
レーゾーンが⼤好きです。 
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何のためにボランティア活動をするのか 

 

藤原 ゆうな（神戸大学国際人間科学部 4年・ESD プラットフォーム WILL） 

 
 第 8回 ESD 実践研究集会の「企画づくりワークショップ」では、僭越ながらユースチー
ムのグループファシリテーターの 1⼈として参加させていただいた。 
 初対⾯の⽅々とのワークショップのファシリテーションということで、うまくできるの
かという不安がかなりあったが、始まってみればグループメンバーは所属も関⼼も全く異
なる⼈たちで、⼀体どんなものが⽣まれるのだろうとワクワクを感じながらワークショッ
プが始まった。 
 ワークショップを通してできた企画はグループメンバーそれぞれの興味関⼼が⾊濃く出、
多様なテーマが複数重なったものになった。様々な意⾒や情報交換もできとても有意義な
時間だった。 
 ⼀点、「ボランティアをすることは素晴らしいことだ」ということを前提にして話し合い
が進んでいた印象を受け、いま⼀度「何のためにボランティア活動をするのか」を考え直し
てみたい。 
 「ボランティア」という⾔葉⾃体に良いもの・素晴らしいものというニュアンスがついて
しまい、その⾔葉を使うことによって、その活動を進めることに⾃分や相⼿を納得させてし
まう危うい⼀⾯を感じた。 
 善意に基づいたボランティア活動が、価値観の押し付けになってしまうことやその活動
先の状況にそぐわないなど却って好ましくない影響を与えてしまう可能性も考慮しながら
慎重に活動を組み⽴てなければならないのだと思う。 
 ⼀参加者にとってもそうだが、特に活動を企画する側に⽴った時、その活動によって取り
組もうとしている課題を明確にし、その活動が社会に与える影響や効果についてしっかり
⾒極める責任があると思った。「批判的思考が重要だ」と⼤学⼊学以降何度も聞いたが、改
めて⼼に刻みたい。 
 では「何のためにボランティア活動をするのか」。ボランティア活動は、報酬と活動の意
味を与えたらくれる⼈がいないので、「何のためなのか」を考え続けるものなのかもしれな
い。 
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第 8 回 ESD 実践研究集会 基調講演レジュメ 
           2026 年 3⽉ 20⽇ 

 
ESD のロマン 

〜当事者性の変容を⽣む実践を そして 草の根の社会運動を⽣み出そう 
 

松岡広路（RCE 兵庫-神⼾・神⼾⼤学※） 
 
1. 「持続可能な開発」理念の意味づけのゆらぎ 

・国連環境と開発に関する世界委員会（ブルントラント委員会）（1984〜1987） 
「将来の世代の欲求を満たす能⼒が損なわれることなく、現在の世代の欲求を満⾜

させるような開発」（『Our Common Future』1987） 
  経済成⻑の復活・質の変化、基本的ニーズの充⾜、地球的な環境問題 
・成⼈学習に関するハンブルク宣⾔（1997）における位置づけのゆらぎ 

「エコロジカルな SD」「環境の持続可能性」「sustainable and equitable development」 
 

2. ゆらぎの延長線上にあった DESD「国連 ESD の 10 年」（2005～2014） 

Education for Sustainable Developmentをめぐる解釈のゆらぎ 
  ・「For が重要」とあえて⾔わざるをえない状況（国連⼤学元総⻑ハンス・ファンヒン

ケル、第 3回 ESD 国際会議，2009） 
・「持続可能な開発」というわかりにくい⾔葉への理解の必要性 
  環境教育（EE）と ESD の違いや関係性への問い 

「on」「of」も同時に必要との意⾒も 
 

3. SDGs（2015～2030）の登場 

カオス（混沌）と表現された「持続可能な開発」に関する問題をテーマ別・解決⽬標別
にカテゴリー化 

  ・ステークホルダー（権能を持つ⼈々）による変容 ＝権能者中⼼主義・権⼒主導主義 
  ・科学技術の発展・法システムの変化による問題の解決 ＝ツール主義 
  →拙速な変⾰と主体としての⼈間の疎外の危険性 
    バランスの悪い偏った変化・変容 〈こちらをいったん⽴てて、あちらは後回し〉 
    〈いまを⽣きる、脆弱な、マイナーな⼈々〉の疎外・フォロワー化 

AIの登場による新たな⼈間疎外 
 

→逆説的だが、複数の異なる問題やテーマを総合的・調和的に解決する新しい実践・
仕組みへの期待が⾼まる 

 
※ 2026 年 3⽉時点。 
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  活動の連動・連関の進展 ＆ 摩擦・⽭盾の⽌揚（超克）→反復的かつ連鎖的な動
きによるパワーアップへの期待 

    創発・普及・教育（学び）の⽅法論の質的変容が⽣まれるかも 
総合的かつ弁証法的な Transformの⽅法論発⾒への期待 ＝ESD？ 

  参考：⽇本社会教育学会編『SDGsと社会教育・⽣涯学習』東洋館出版社，2023 
4. RCE 兵庫-神戸（ESD 推進ネットひょうご神戸）の研究実践テーマの変遷 

 2007年 8⽉ RCE 兵庫-神⼾ 国連⼤学に認証 
2009 年 3⽉ ESD シンポ ㏌ 神⼾ 開催 対談：モハマド・ユヌス vs阿部史郎 

                テーマ「開け！ESD」 賀川豊彦献⾝ 100 年事業とのコラボ 
 2012 年 4⽉ 本会の通称「ESD 推進ネットひょうご神⼾」に 
 2014 年 11⽉ ESD グローバル会議（あいち）・総括会議（岡⼭） 
 2015 年 12⽉ ESDカフェ テーマ「ESD を促進するライフスタイルとは？」 
 2016 年 9⽉ 第 1回 ESD 実践研究集会 
       テーマ：「ESD とはなにか？」 
        分科会テーマ 

① E(education:教育)からのアプローチ 
② S(sustainability:持続可能性)からのアプローチ 
③ D(development:開発・発達)からのアプローチ 

2017年 9⽉ 第 2回 ESD 実践研究集会 
      テーマ：地域・社会のつながりはどんな ESD を⽣むのか？ 
       分科会テーマ 

① 「い」から （⾐・医…） 
② 「しょく」から （⾷・職…） 
③ 「じゅう」から （住・銃・獣…） 

2018 年 9⽉ 第 3回 ESD 実践研究集会 
テーマ「⼤研究 SDGs！」〜SDGsは、だれが、どこで、どうやって
進めるの？ ESD と SDGsの関係を問う 
分科会テーマ 
① SDG１〜６の理解から 
② SDG7〜12の理解から 
③ SDG13〜17の理解から 

2019 年 9⽉ 第 4回 ESD 実践研究集会 
テーマ「続・⼤研究 SDGs！」〜あらゆる⼈が SDGs 運動の主体と
なるには？ 
分科会テーマ 
① SDGsと⼈材育成〜必要なのは教育？マネイジメント？⾏
政？ 

② SDGsを進める出会いの⽅法〜ユースと他世代の交流をどう
⽣み出す？〜 

③ 市⺠社会と SDGs〜市⺠の「⽪」をはぐと…〜 
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2020 年 9⽉ 第 5回 ESD 実践研究集会（オンライン） 
      テーマ「withコロナ社会の ESD 活動」 
2021 年 9⽉ 第 6回 ESD 実践研究集会（オンライン） 
      テーマ「ネットワーキングの 4次元化−新しいつながり⽅と SDGs−」 
2022 年 11⽉ ⽇本福祉教育・ボランティア学習学会第 28回研究⼤会 

        テーマ「響きあうふくしと学びと SDGs〜今、改めて、つながりを問う」 
2024 年 12⽉ 第 7回 ESD 実践研究集会 
      テーマ「再開する ESD、再会する実践者たち 〜○○○のススメ〜」 
        分科会テーマ 

① 5 年後の未来を描く 
② 30 年後の未来を描く 
③ 100 年後の未来を描く 

 
5. E にこだわる ESD 論 

E＝Education（教育・学び） Empowerment（エンパワメント） Encounter（出会い）
…新しい「E」の探究 

学校・学校外の枠組みを超えた、世代間の分断を超えた、⼈間の創造的・共同的⾏為の復権・
再興・新⽣ 

ESD の創発（emerge）へのロマン 
＝SD に関する多種多様な問題・テーマについての 

Inclusive (包摂的)、Critical（批判的）、Reflective（反省的）、Communal（相互親和
的）、Dialectical（弁証法的）、Dialogical(対話的)、Holistic（全体的）、Systemic（相
互連動的・包括的）、Cross-boundary(越境的)、Transformative（変容的）、Active（⾏
動的・活性的）、Future-oriented（未来志向的）な⼈（個・集団・コミュニティ）の
学びが有機的なかたまりとなって⽣まれる 

 
6. キーワード「当事者性」 

 「わがこと意識・⾃分事意識（Ownership）」の必要性という問題意識からの展開 
多種多様な問題・テーマ群についての意識・⾏動・態度・知識の変化と、問題・テーマ
群をめぐる現実の関係性の変化・変容を、⼀体的に捉えるために、何か適切な⾔葉は
ないか？ 

「当事者性（Tojisha-sei）」 
  ある問題・テーマ・パラドックスとの関係性（距離） 

      ⾝体的つながりの程度、意識化の度合い、⼈間関係とのつながりの程度、イベ
ントや具体的な活動への参加状況、関係する知識や情報の保有の程度、希望・
未来志向性の保有の程度、などを要素 

「当事者性の変容」  複数の当事者性の総合的かつ調和的な変質・変化 
学び（価値・スキル・態度・⾏動・知識の変化）＋ 
現実の社会関係・社会規範・倫理・慣習の変容・変質 

       参考：後藤聡美『当事者性の邂逅から共⽣へ』春⾵社，2025 年 2⽉ 
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7. 当事者性の変容過程の多様なパターン（要研究） 

当事者性の邂逅 ある時空間で、偶発的に吐露された当事者性の要素が、その場の構成員に
よって相互認知され、ドラスティックな当事者性の変化が⽣まれる現象 

当事者性の交差 異なる当事者性が部分的に接触し、複数の当事者性が同時に変容したり、
新たな当事者性が発現したりする現象              

（こうしたパターンは、具体的な実践から発⾒すべきもの これからの実践研究に期待） 
 

8. 「当事者性」の変容を生む実践の在り処は？ 

Ａ．狭義の教育モデル：当事者性の特定の要素（または要素群）への計画的な刺激や介⼊
による意図的な変化を主とする当事者性変容モデル 
近代教育モデル（学校教育・職業教育・⽬的合理的社会教育）、⼤衆啓発・扇動モデル 
Ｂ．⾃由と偶然性を基調とした広義の教育モデル：同じく、計画的な刺激や介⼊を前提と

するが、脱管理的な多元的変化を好意的に受容・想定する当事者性変容モデル 
  脱近代教育、社会教育、ノンフォーマル教育、体験学習 
Ｃ．脱教育モデル：当事者性の邂逅・交差の可能性を意識しつつも、企画段階から⾃由と
主体性を尊重し、どの当事者性の、どの要素が刺激しあうのかを偶然に任せ、⾃然増
殖的に当事者性が変化・発展することを期待する当事者性変容モデル 

  ボランティア活動 「新しい社会運動」 イベント学習 ふくし活動 趣味・余暇活動 
ESD に期待される、⼈類にとって未知なる持続可能な開発の具現化した社会・⽂化・⽣

き⽅を追究するには、A・B・C が「ごちゃまぜ」と思えるほどに多層多元的に組み合わさ
り互いに影響しあうような「ごちゃまぜ学習社会」の形成が求められるのではないか。 

今、特に、われわれが実践的かつ研究的に探究すべきなのは、どのような当事者性の変容
が持続可能な開発、発展または社会づくりに資するのか、そして、どのような「刺激」「介
⼊」および「企画」がすでに⽴ち現れていて、さらにどのような取組・実践が企図されるべ
きか、である。そうした意味で、Ａ・Ｂ・Ｃを「ごちゃまぜ」に検討しあう時空間として「ESD
実践研究」が発展することに期待を寄せたい。 
〈具体的な問い〉 

当事者性の邂逅・交差が⽣まれる可能性を⾼める場づくりの条件は？ 具体的な実践の
枠組みは？ 時空間／関与者・参加者／ツール／仕掛け（刺激／介⼊）／テーマ・問題 
当事者性の邂逅・交差が⽣まれる可能性を⾼める環境や場が、さらに連鎖・連動して既成
の社会や⽂化を突き動かすべく発展するには、どのような「企画」が求められるのか？ 

 
9. 実践仮説 ネットワーキングと ESD の融合のためのプラットフォームづくり 

阪神淡路⼤震災以後のボランティア・市⺠のネットワーキングによる社会運動と ESD
を、いかにつなげていけるのか？ 点が線となり⾯となり⽴体となり… 

※ネットワーキング 脆弱性・時限性・相補性・⾃発性を特徴とするコラボ・コープによる
つながり増殖の様態またはそれを特徴とする社会運動 

  参考：⾦⼦郁容『ネットワーキングへの招待』中公新書，1986 
⾼⽥昭彦「ネットワーク形成と草の根運動」『組織科学』20巻 3号，1986 
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栗原彬他『講座差別の社会学』弘⽂堂，1996 
 

  事例１：ネットワーキングを活性化する場としてのプラットフォームづくり事業 
NPO・ボランティアのネットワーキングから⽣まれる ESD 
具体的仕掛け：ESDスタディツアープログラム協働事業、ESDカフェ、⾞座

トーク、ESD 実践研究集会、神⼾⼤学 ESDコース、団体コラ
ボ事業、ESD プラットフォームWILL 

 
  事例２：「ネットワーキングの 4次元化」を促進する異次元間のつながり企画 
     スピリチュアルな活動・宗教活動・ラディカルエコロジー運動とのネットワーキ

ングから⽣まれる ESD 
     具体的な仕掛け：？？ 被災地、スラム…いのちの在り⽅が問われるフィールド 
 
10. ESD とは草の根の社会運動である 

 ネットワーキングもプラットフォームづくりも、実は、「⾃⽴共⽣」的なコミュニティが
前提とされる。つまり、健常者・近代的⾃⽴度の⾼い⼈のモデル。インクルーシブ（包摂的）
な学びとどのように整合しえるか？ 
 ESD プラットフォームWILL： 

脆弱性をもつユースを中⼼に、インクルーシブ（包摂的）でありながら、内外の
互いの当事者性の連鎖によって持続可能な社会づくりの集合的な⼒が⽣まれる
ような場づくりを、⾃ら実践・研究する実験的プロジェクト 

時間をじっくりかけて、場が熟成されるのを待つほかないのか… 
→実は、近代合理主義へのアンチテーゼ・ジンテーゼが熟成されることになるのでは？ 
 
ESD の再解釈 
1． 持続可能な開発という未知の理想を探究しようとする動きを、どんなことがあって

も、根を絶やさず、柔軟に、しぶとく残し続けるための息の⻑い実践 

2． 近現代という時代と同じくらいの時間をかけて、徐々にオルタナティブな社会⽂化
が創発することに、希望を抱けるような実践 

＝「草の根」的な社会運動・⽂化運動のキーワードとしての ESD 
すなわち、not only ESD＝SDGsのツール but also SDGs＝ESD運動のツール 

具体的に、どのような仕掛けや企画によって、当事者性が豊かに変容し、互いに重なり連
鎖し、やがて、社会や⽂化を突き動かすことになるのであろうか。 

本実践研究集会で、その萌芽または可能性をともに感じ取りましょう！ 

 参考：松岡広路「SDGs 運動に呼応する学習・組織論〜当事者性学習論へのパラダイム・
シフトをめざして」⽇本社会教育学会編『SDGsと社会教育・⽣涯学習』東洋館
出版社，2023, pp62-74 

    松岡広路「スピリチュアルな学びとふくし教育」『⽇本福祉教育・ボランティア学
習学会紀要』vol.45, 2025, pp74-88 
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ESD・RCE リレートーク（ポスターセッション）発表者⼀覧 
ブロック A 

  ⽒名 所属 タイトル 
A-1 飯島 園⼦ CS 神⼾ 地域共⽣拠点・あすパークが⽬指していること 
A-2 井出⼭ 沙織 公益財団法⼈⼤吉財団 企業と学⽣がつくる、神⼾の未来へつなぐまちづ

くり︓BEKOBE ⼤学における実践型 ESD の
取組み 

⾜⽥ 奏⼈ 甲南⼤学 
柏⽊ 碧 神⼾市外国語⼤学 
河野 稜⼤ 甲南⼤学 
Tran Thi 
Huyen 

流通科学⼤学 

仲橋 千恵⼦ 甲南⼤学 
A-3 稲垣 礼 神⼾海星⼥⼦学院⾼等学校 2

年 
南海トラフ地震に備える︓ 
⾃然災害後の⻘少年の精神疾患からの回復 

A-4 岩橋 嘉⼤ 兵庫県⽴⻘雲⾼等学校（教
諭） 

教員のエージェンシーが創発する研究コミュニティ
の可能性︓⾼等学校「社会系教科」研究会の
分析を⼿がかりとして 東⽥ 卓也 兵庫県⽴篠⼭鳳鳴⾼校（教

諭） 
A-5 岩本 和也 兵庫県⽴須磨友が丘⾼等学校 

（教諭） 
地域と協働する探究学習の実践︓学校設定
科⽬「須磨から未来へ」における⽣徒主体の地
域プロジェクト 

A-6 ⽩根 愛⼦ 神⼾⼤学⼈間発達環境学研究
科修⼠ 1 年 

WILLのごちゃまぜ ESD その１ 

A-7 末廣 晃 神⼾⼤学⽂学部 3 年 WILLのごちゃまぜ ESD その２ 

A-8 藤原 ゆうな 神⼾⼤学国際⼈間科学部 3 年 WILLのごちゃまぜ ESD その３ 

A-9 ⼤久保 直太
朗 

横代中学校 3 年 にわとりキャンプ 2025︓ 
にわとりから学ぶ、⾷べ物と命 

⼤和久 琉央 ⻄⽇本⼯業⼤学 1 年 

奧 悠耶 福岡⼯業⼤学 3 年 

A-10 奥村 周 あしや部 地元芦屋の魅⼒発信︕ 
⼭⼝ ⼼歌 
吉⾒ 千花菜 

A-11 尾﨑 優⼦ 神⼾常盤⼤学 外国にルーツをもつ⼦どものヘルスプロモーショ
ン︓看護系⼤学主催「多⽂化⼦育てサロン」に
よる Cross-border Partnershipの展望 

横⼭ 利枝 
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A-12 越智 郁⾹ 神⼾海星⼥⼦⾼校 2 年 あすパ・ユース震災語り部隊の活動紹介 

⼭村 哲徳 国際⾼校 2 年 

⼭本 ゆな 神⼾常磐⼥⼦⾼校 2 年 

A-13 春⽇ 清乃 RCE北九州（北九州 ESD協議
会） 

北九州 ESD協議会の実践報告 

A-14 川上 寛⼈ 岡⼭理科⼤学⼤学院理⼯学研
究科修⼠課程 1 年 

次世代ユネスコ国内委員会 

⾕垣 徹 次世代ユネスコ国内委員会 
A-15 ⽊﨑 達也 岡⼭県ユネスコスクール⾼等学校

ネットワーク 
私たちが学⽣ボランティアを続ける理由 

⽥中 聖愛 
⼭下 優佳 

A-16 ⿊⽊ 宏太 ⽇本コムシンク株式会社 社会貢献アプリ actcoin について 
A-17 ⼩⽥中 美穂 教育アドバイザー 未来をデザインするキャリア教育授業 
A-18 後藤 聡美 RCE 兵庫-神⼾／神⼾⼤学 マルチステークホルダーの共創を促進する ESD

推進ネットワークの仕組み 
A-19 ⼩牟⽥ 尚美 ⼀般社団法⼈ 海の郷 ⼭から海にプレゼントを贈ろう 

末広 佳⼦ 
藤⽥ 桃⼦ 
牧理 恵⼦ 

A-20 佐野 頌太 灘⾼等学校 1 年 「服の交換会」への参画を通して 
A-21 柴川 弘⼦ 岡⼭⼤学 役割随伴的参加はなぜ変容を阻み、かつ⽣む

のか︓ 
ESDネットワークにおける制度的参加構造の両
義的機能︓10 年間の協働型アクションリサー
チよりー 

A-22 柴⽥ 幸⼦ CS 神⼾／⽣きがい活動ステーショ
ン 

⾝近なアート・⽂化で地域貢献 
兒⽟ 千明 
新藤 ⾥恵 

A-23 ⽥井中 翔稀 甲南⾼校 1 年 つくる地域社会 
松尾 永利 

A-24 髙尾 千秋 camplife ひらかた市⺠活動⽀援
センター 

リスキープレイとプレーパーク 
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ブロック B 

  ⽒名 所属 タイトル 
B-1 髙⽥ 真弥 甲南⾼校 2 年 芦屋グローカル広場 

⽩川 清⽂ 
冨上 壮太 
吉⽥ 諭史 

B-2 ⾼⽥ 知紀 兵庫県⽴⼤学／ 
兵庫県⽴⼈と⾃然の博物
館 

妖怪のエコロジー 

B-3 髙⾕ 美優 神⼾海星⼥⼦学院⾼等
学校 2 年 

名塩和紙と⽇本酒で⻄宮南北を結ぶインバウンド誘致
の提案 杉光 美咲 

利根川 実 
B-4 ⾕⼝ 隆英 関⻄学院⼤学／ZBOSAI

合同会社 
探究を⼊り⼝にした学校防災伴⾛⽀援プログラム・外
国⼈防災リーダー育成プログラム 

B-5 ⽟井 知世⼦ NPO 法⼈⽇本シニアデジ
タルサポート協会 

対話を重視した場の実践は、参加者にどのような変化
をもたらすのか 

B-6 塚本 美紀 ⻄南⼥学院⼤学 THE CIRCLE︓ プロギング in 北九州 
峯 夢実 ⻄南⼥学院⼤学 2 年 

B-7 得⽥ 佳那 神⼾⼤学国際⼈間科学
部 2 年 

ESD に触れ合う空間づくり 

上⽥ 幸輝 神⼾⼤学国際⼈間科学
部 3 年 

岡﨑 実依⼦ 神⼾⼤学国際⼈間科学
部 2 年 

B-8 内藤 理彩 神⼾海星⼥⼦学院⾼等
学校 2 年 

災害発⽣時の避難所運営を担う⾼校⽣の育成 
加古 昌那 
上辻 りな 
森⽥ 真央 

B-9 ⻑坂 資弥 中部⼤学 4 年 耕さない農業 
B-10 ⻄⾕ 寛 海と空の約束プロジェクト 環境カウンセラー、防災⼠としての活動の紹介 
B-11 ⻄⽥ 真⾐⼦ 兵庫教育⼤学⼤学院 1

年⽣（姫路市⽴⾼岡⼩
学校） 

地球温暖化と、わたしたちにできること 
―⼩学校の英語授業「can」で考えてみよう― 

岩⾒ 理華 兵庫教育⼤学 
B-12 野﨑 晴貴 特定⾮営利活動法⼈岡

⼭ NPO センター 
NPO 法⼈岡⼭ NPO センターの ESD・SDGs に関わ
る取組とその成果  

B-13 野崎 隆⼀ 特定⾮営利活動法⼈神 能登半島地震 住⺠主体のまちづくり⽀援 
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北村 胡桃 ⼾まちづくり研究所 
B-14 橋本 瑞穂 広島県⽴庄原格致⾼等

学校（教諭） 
「教えることで学ぶ」⼩学⽣ STEAM教室  
― ⼩学⽣⽀援活動にみる ESD 実践の広がり ― 

B-15 蛭⽥ 由枝 RCE岡⼭（岡⼭ ESD推
進協議会）／ 
岡⼭市役所 SDGs・ESD
推進課 

RCE岡⼭ 20 年のあゆみ 
川上 莉佳 
楢原 申⼠ 

B-16 深尾 帆花 兵庫県⽴伊丹⾼校 2 年 チ。ー地表⾯の変化から地震の発⽣源を探せー 
B-17 古澤 礼太 RCE中部／中部⼤学 流域圏（water-region）における SDGs 推進情報

の可視化 安部 ⼤樹 RCE中部／三重⼤学 
中島 稜太 中部 ESD 拠点 

B-18 松野 亜希 兵庫教育⼤学⼤学院 1
年 

へちまの栽培活動からひらく ESD ― ⼦どもたちの気候
変動への⼀歩 

岩⾒ 理華 兵庫教育⼤学 
B-19 三坂 綾美 北九州市⽴⼤学 3 年 未来志向を育む〜児童期からの ESD 実践とその可能

性〜 前⽥ 渚 北九州市⽴⼤学 
B-20 三苫 利光 クラーク記念国際⾼等学校 不登校⽣徒に有効な体験活動 
B-21 三宅 優佳 兵庫県⽴⼈と⾃然の博物

館 
博物館ができる過程を共有する〜甑ミュージアム開館
準備の実践〜 

⽯川 弘樹 薩摩川内市甑ミュージアム 
⼭下 ⼤輔 

B-22 宮本 睦太 灘中学校 3 年 部活⾰命 in KOBE 
B-23 森⼝ ⼤世 ibipio 企業向け⽣物多様性研修 ~林業ネイチャーポジティ

ブ研修の実践~ 
B-24 ⼭村 けい⼦ 兵庫⼤学短期⼤学部 保

育科 
地域⼦育て⽀援－保育科学⽣と地域団体との協働
による実践ー 

B-25 吉永 徠愛 ⻄南⼥学院⼤学⽣ 2 年 Project Neuru : いろいろな国の視点から考えるスマ
ートシティ 
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地域共生拠点・あすパークが目指していること 

飯島 園子（CS 神戸） 
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企業と学生がつくる、神戸の未来へつなぐまちづくり 

足田奏人（甲南大学）・河野稜大（同）・仲橋千恵子（同）、柏木碧（神戸市外国語大学）・ 

チャンティフエン（流通科学大学）・井出山沙織（大吉財団） 

 

タイトル 
〜サブタイトル（なければ削除）〜 

 

苗字名前①（所属①） 
苗字名前②（所属②） 
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南海トラフ地震に備える 
～自然災害後の青少年の精神疾患からの回復～ 

稲垣 礼（神戸海星女子学院高等学校 2 年） 
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教員のエージェンシーが創発する研究コミュニティの可能性 
―高等学校「社会系教科」研究会の分析を手がかりとして― 

 
岩橋嘉大（兵庫県立青雲高等学校） 

  東田卓也（兵庫県立篠山鳳鳴高等学校）
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WILL のごちゃまぜ ESD① 
白根 愛子（ESD プラットフォームWILL／神戸大学人間発達環境学研究科修士 1年） 
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WILL のごちゃまぜ ESD② 
 

末廣 晃（ESD プラットフォームWILL／神戸大学文学部 3年） 

 



n 資料集 

 45 

WILL のごちゃまぜ ESD③ 
 

藤原 ゆうな（ESD プラットフォームWILL／神戸大学国際人間科学部 3年） 

  



n 資料集 

 46 

にわとりキャンプ 2025 
〜にわとりから学ぶ、食べ物と命〜 

 
奥 悠耶・大和久 琉央・大久保 直太朗（特定非営利活動法人 KIDʻs work）



n 資料集 

 47 



n 資料集 

 48 

地元芦屋の魅力発見! 
 

あしや部  奥村周 山口心歌 吉見千花菜 
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あすパ・ユース震災語り部隊の活動紹介 
 

あすパ・ユース震災語り部隊： 越智 郁香（神戸海星女子学院高等学校 2 年） 
 山村 哲徳  （兵庫県立国際高等学校 2 年） 
山本 ゆな  （神戸常盤女子高等学校 2 年） 
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RCE北九州 

 
春日清乃（RCE北九州） 
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次世代ユネスコ国内委員会 
 

川上 寛人（岡山理科大学大学院理工学研究科修士課程 1年） 
谷垣 徹（次世代ユネスコ国内委員会） 
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学生ボランティアを続ける理由 

〜岡山県ユネスコスクール高等学校ネットワーク〜 

 

木﨑達也（岡山大学） 

山下優佳（岡山大学） 

田中聖愛（岡山大学） 
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社会貢献アプリ actcoin について 
 

黒木 宏太（日本コムシンク株式会社） 
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未来をデザインするキャリア教育授業 
 

小田中 美穂（教育アドバイザー） 
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マルチステークホルダーの共創を促進する ESD推進ネットワークの仕組み 
 

後藤 聡美（RCE 兵庫-神戸／神戸大学） 
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山から海にプレゼントを贈ろう 
 

小牟田 尚美・末広 佳子・藤田 桃子・牧理 恵子（一般社団法人 海の郷） 
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「服の交換会」への参画を通して 
 

佐野 頌太（灘高等学校 1年） 
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役割随伴的参加はなぜ変容を阻み、かつ生むのか 
〜ESDネットワークにおける制度的参加構造の両義的機能： 

10 年間の協働型アクションリサーチより〜 
 

柴川弘子（岡山大学大学院教育学研究科 ESD協働推進センター） 
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身近なアート・文化で地域貢献 
 

柴田 幸子・兒玉 千明・新藤 里恵（CS 神戸／生きがい活動ステーション） 
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リスキープレイとプレーパーク 
 

髙尾千秋（Camplife・ひらかた市民活動支援センター） 
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芦屋グローカル広場 
〜step up with us〜 

 
冨上壮太（甲南高校）白川清文（甲南高校） 
髙田真弥（甲南高校）吉田諭史（甲南高校） 
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名塩和紙と日本酒で西宮南北を結ぶインバウンド誘致の提案 

 
杉光美咲（神戸海星女子学院） 
髙谷美優（神戸海星女子学院） 
利根川実 (神戸海星女子学院)  
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探究を入り口にした学校防災伴走支援プログラム・ 
外国人防災リーダー育成プログラム 

 
谷口 隆英（関西学院大学／ZBOSAI合同会社） 

 THE 
CIRCLE： プロギング in 北九州 
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塚本 美紀（西南女学院大学） 

峯 夢実（西南女学院大学 2年） 
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ESD に触れ合う空間づくり 
 

得田 佳那・上田 幸輝・岡﨑 実依子（神戸大学国際人間科学部） 
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災害発生時の避難所運営を担う高校生の育成 
 

内藤 理彩・加古 昌那・上辻 りな・森田 真央（神戸海星女子学院高等学校 2年） 
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耕さない農業 
長坂 資弥（中部大学 4年） 
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地球温暖化と、わたしたちにできること 
〜 小学校の英語授業「can」で考えてみよう 〜 

 
西田真衣子（姫路市立高岡小学校／兵庫教育大学大学院） 
岩見理華  （兵庫教育大学） 

 

 
 



n 資料集 

 75 
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NPO 法人岡山 NPOセンターの ESD・SDGs に関わる取組とその成果 
 

野﨑 晴貴（特定非営利活動法人岡山 NPOセンター） 
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令和 6 年度能登半島地震：住民主体の復興まちづくり支援 
 

野崎隆一（特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所） 
北村胡桃（特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所）

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
  



n 資料集 

 78 

「教えることで学ぶ」小学生 STEAM 教室 
― 小学生支援活動にみる ESD 実践の広がり ― 

 
橋本 瑞穂（広島県立庄原格致高等学校） 
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RCE岡山 20 年のあゆみ 
 

蛭田 由枝・川上 莉佳・楢原 申士 
（RCE岡山（岡山 ESD 推進協議会）／岡山市役所 SDGs・ESD 推進課） 
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チ。ー地表面の変化から地震の発生源を探せー 
 

中野 智都・深尾帆花（兵庫県立伊丹高校 2年） 
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流域圏（water-region）における SDGs推進情報の可視化 
 

古澤 礼太（RCE中部／中部大学）・安部 大樹（同）・中島 稜太（中部 ESD拠点） 
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未来志向を育む 
～ 児童期からの ESD 実践とその可能性～ 

 
前田渚（北九州市立大学地域創生学群眞鍋ゼミ） 
三坂綾美（北九州市立大学地域創生学群眞鍋ゼミ） 
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企業向け生物多様性研修 ~林業ネイチャーポジティブ研修の実践~  
 

森口 大世（ibipio） 
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地域子育て支援 

-保育科学生と地域団体と協働による実践- 
 

                      山村けい子（兵庫大学短期大学部） 
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Project Neuru : いろいろな国の視点から考えるスマートシティ 
 

吉永 徠愛（西南女学院大学生 2年） 

 



参加者のふりかえり

第８回ESD実践研究集会

①印象に残った人・出来事・場面

②新しい気づき・学び

③よくわからなくなったこと・もやもやしたこと

④これからの活動にどう繋げたい・繋げられそう？

⑤感想・意見

2026年3月20日、21日に行われた第８回ESD実践

研究集会には計41名のユースが参加しました！

参加したユースから集めた声をお届けします！



②活動の中ではどうしても先の見えないことへの不安が勝り、

自分（たち）のしていることにどうしても自信が持てません。

ポスターを作のためにこれまでを振り返り誰かに伝えるための言葉を探す中で、自分たちが大切にし

ていることの再確認と、迷いながらも成し遂げてきたことへの気づきがありました。

また本イベントを通してようやくこんなにも頼もしい自地域RCEの面々の存在に気づけました。WILL

メンバーとしてだけでなく、RCEという大きな組織の中でも自分はひとりではないことは大きな励ま

しになりました。

藤原ゆうな

(ESDプラットフォームWILL・神戸大学)

③・ポスター発表のやり方。遠巻きに見る人がいたり、もう少し詰めて見てくれれば…というシーン

も。場の一体感や相互の配慮という点でもっと声かけなどできたのかなと心残り。

・何のためにボランティアをするのか？の問い直しが必要かもしれない。「ボランティア」＝「いいこ

と」の発想はボランティア活動に伴って起こる課題に鈍くなってしまいそう。

④他の地域・団体の様々な活動やワークショップで出たアイデアを種に、それぞれの活動がさらに発

展していくといいな

山下優佳

(岡山県ユネスクスクール高等学校ネットワーク)

①妖怪と防災学の組み合わせが面白すぎてファンになっちゃいました。

③ユネスコやESDの活動を続けている人がほとんどで、意見したことに共感や賛同が得られることが

多かった。ただ、こういう集会に参加している人はそもそも似た意見を持っている人がほとんどな

ので、ある意味狭い関係での意見交換になっていると感じた。共感の場を広げるだけでなく、もっ

とユネスコの活動を批判している人や環境問題等を問題視していないような人との意見交換でぶつ

かり合う場が必要だと思う。コンフォートゾーンを抜け出すことが大切だと提唱する人が多いが、

多くの共感が生まれるこの集会こそがユネスコ関係者にとってコンフォートゾーンであるような気

さえしている。今後どうやって対立する人々と意見交換できるのかも考えていきたい。

②自分はつながっていないと思うようなことでも他の視点からはつながっていて、とても興味深い学

びがあった。



野﨑晴貴

(特定非営利活動法人岡山NPOセンター)

森唯花

(ESDプラットフォームWILL・神戸大学大学院)

①ESD・RCEリレートーク。他地域のRCEの活動について、時間を取って聞くことが

できて良かった。

④多様な人との対話や体験を通じて、新たな気づきや関心が生まれるような場づくりを意識

していきたい。

②自分たちの目の前の活動だけにとらわれず、色々なヒントを得ながら柔軟に活動して行く

ことの大切さ。

　①国連大学の龍原さん。これからみなさんと一緒に

　頑張っていきたい感を終始感じていました。

②当事者性について。初めて聞く内容で、たくさん掘り下げて聞けたわけではないですが、

とても共感しましたし今後への期待感もあります。

③ESDについて話すときに、よく「過去・現在・未来」のようなことを言いますし自分も使いま

すが、いつ？何についての？をあまり掘り下げて考えたことがなく、ふわっとしている感を感じ

ています。過去もどのくらいまで振り返るのかとか。

④今回のイベントだけではないですが、細々とつながってきた兵庫-神戸のみなさんとの協働を目

指して準備を進めているところです。

⑤ありがとうございました。基本的な知識等をそろえて話すという点では、もう少し「当事者

性」の内容面についてもお話を伺えたら良かったなと思いますが、その話をしっかり伺い、考え

られる機会が今後あることを期待しています。



①ESD企画づくりワークショップにて、様々な感性を持った方々と

企画を考えた際、斬新な視点を持った方に出会えたことです。

それは、「体の健康と活動」という視点でした。

「健康無くして活動なし」確かにそうだなと、深く共感するとともに、

自身の視野が広がり、活動というのもののとらえ方を再度考え直される活動であり、記憶に残って

います。

大久保直太朗

(NPO法人KID'swork)

②自身の興味のある分野をより深めることが出来た。しかし、それだけでなく、一見自身の活動と無

関係に見える分野に意外な繋がりを見出すきっかけになりました。また、将来就きたい職業にも深く

関わる考え方に触れることもでき、大変満足しました。

③特にないです。大変勉強になりました。

長坂資弥

(耕さない農家)

①妖怪のお話が面白かったです。全体では、リレートークで多くの人が連続で喋るのが、短い時間の

中、多くの人がアウトプット、インプットできて楽しく実のある時間だったと思います。

③2日目の『企画をグループで作ろう』に関して、誰のための企画を作るのかわかりませんでした。

一般の人たちへの企画なのか、僕ら持続可能を広める側での企画なのか。

②自分が思っていること、知ってる事実はあるのですが、それがいざ出そうとすると、言語化できて

いないや、まとめられてなくて、出せなかったので、これから話し合う場はたくさんあると思うの

で、必ず整理してまとめておくという準備が大事だと思いました。

④現在参加しているKID'sworkの活動に反映できる部分があり、これから高校生リーダーとして関わる

うえで、学んだことを活かす場が多くあると思います。そして、活かすためにもこれからの活動に健

康で参加し、活かす場に積極的に飛び込んでいこうと考えています。

⑤今回の活動で、将来就きたい職業への興味がより一層強まりました。これからも、活動を続け、ESD

の活動に携われるようにしていきたいと考えていますので、何卒よろしくお願いします。

④今後も多くの人とまともに話すことができるように整理して言語化して頭に入れたりリスト化し

たり、ノートに書いたりして、挑みます。

⑤ウィルの方々、みなさん本当にありがとうございました。その他、このイベントに関わっていた

だいた方々、ありがとうございました。



①印象に残ったものとしては、各団体それぞれの形・軸を持って

持続可能な活動を行っていることが、多くの発表をみて感じたことだ。

また、特に感じた場面としては、1日目に色々な団体の意見を聞く工程を

踏んでから、2日目に年代に分けて集まって企画を考えたのは、発想の転換や

気づきが見れてとても面白かった。普段自分の周りで過ごしている人の考えとそう

でない人の考えが同年代であってもここまで違うのかであったり、その違いからこ

の方向性は面白いという意見がでるのが、新鮮だった。

奥悠耶

(特定非営利活動法人KID's work（RCE北九州ユース）)

②新しい気づきとしては、普段教育部門ばかり関わっていて、持続可能な取り組みは教育に偏って

いた。ただ、教育以外の持続可能な取り組みを沢山みることができ、それぞれの人がそれぞれの想

いを持って、活動していることをしることができたのは大きな気づきであったと感じている。ま

た、全国にこれだけの取り組みを行っている人々がいて、みなさんが積極的に繋がろうとしている

姿がすごいなととても感心した。

大西麻亜矢

(ESDプラットフォームWILL・神戸大学)

②今の社会を色々な角度から見ている人と交流ができて、刺激的でした。全国に

こんなにも想いの強いユースがいることに驚き、心強く感じました。実務者が若

者を巻き込むことへの課題感を持っていることが共有され、ユースと同じ課題感

を持っていることに安心しました。

④まとまったようでまとまっていない議論を持ち帰り、モヤモヤしながら今後の活動に繋げて、また

次の年にモヤモヤを持ち寄って何かが生まれるようなサイクルができたら面白そう。

③急な変化は誰かを置いていく可能性がある、という一方で、今の世の中の急速な変化にどう対応行

動していくのかは考えなければならないともやもやしました。

④今回気づいた点に関して今後どのように生かしていくかだが、普段活動している団体や地域にもど

ったときに、どんなことを学んできたのか共有を行ったり、自分よりも下の世代に伝えていくことが

大切であると思う。自分が学んで満足するなら、それは行く意味がないと思う。そうではなく、色々

な見方考え方から、自分はこうしていきたい・この意見は自分ならこうだなという解釈や軸を持ちな

がら、現在所属する団体や地域での持続可能な活動を続けていきたいと思う。

⑤2日間ありがとうございました。



①中学生が堂々と話していたこと！すごいエネルギーをもらえました！

白根愛子

(ESDプラットフォームWILL・神戸大学)

②2日目のワークショップにて、異なる世代が交わり意見を交わすことの

重要性を実感できたこと。面白い発想から語り始めるユース、一方は自身の

経験をベースに語り始める。｢発想｣と｢経験｣、｢思い切りの良さ｣と｢慎重さ｣。

語り口は違えど、最終的にはどちらも豊かなアイデアが出ていたことにも驚かされ、議論の手法は様々

だということを目の前で実感しました。そして後半の世代が交わるディスカッションでは、より深い視

点でのアイデア、あるいは悩みが生まれていたと思います。多様な視点から意見を交わすなかで、シン

ポジウムでもキーワードに出ていた｢ええ塩梅｣が生まれてくるのではと期待が高まりました。

③みんな面白い実践を沢山しているのに、まだまだ知らないことだらけ。どうやったらうまく連携

し、大きなエネルギーに変えることができるのか。

田中聖愛

(岡山大学)

①自分が、ESDの活動をやっていて感じたモヤモヤや，うまくいかないことを発表して、他の団体

の皆さんとモヤモヤを共有できたことが印象に残っています。成果を発表するだけではなく、頑

張っているからこそうまくいかないことを分かち合えたことが本当に良い経験になりました！

④イベントで得たご縁を大切に、岡山でESD活動の草の根を広げていきます！

本イベントをきっかけに、岡山RCEでは、市役所のESD推進課の職員さん、NPOの方，ユースが協力

して，エコバスツアーを企画しよう！という話が出ています🚌

この実現に関わることができたら良いなぁと思っています！

また、このイベントで得たユースのつながりを継続させていきたいなぁと考えており、ESDユースで

何かイベントかツアーができたらいいなぁと思っています

②ESDとは何かを考える上で、正解があるわけではなく、自分にとっての定義を持ち、

活動に取り組むことが大切だと気づきました。

④より多くの人に関わってもらい、じわじわと社会が動くような実践を重ねていくには、｢つくる側｣

と｢体験する側｣の境が緩やかなグラデーションを描けるような実践が大切だと感じさせられました。

⑤普段の実践から一度立ち止まり、色々な方とお話をする中で多くの気づきがありました。まだ言

葉にしきれていない掴みもあります。今回学ぶことができたアイデア、概念を形にしていくために

はどのような仕組みや動き方が鍵になるのでしょうか。これからもみなさんと｢ああでもない、こ

うでもない｣と議論しながら歩み続けたいと思います！お会いできたみなさん、ありがとうござい

ました！これからもよろしくお願いいたします！

⑤このイベントを通して、たくさんのユース、ESD関係者の方と繋がることができました！

参加して本当に良かったです！

岡山大学大学院に進学予定なので、次回の実践集会もぜひ参加したいです！



①北九州の「にわとりキャンプ」は実践の内容に目を引かれました。

食を通して命を考えるという食育の文脈、だが、スタッフ陣の方もいろんな

点で大きく成長することが窺え、刺激になった。

末廣晃

(ESDプラットフォームWILL・神戸大学)

③総合シンポジウムはもっとフロアからの発言も活発になるように、工夫が必要だと思った。

④離れた場所で日々、ESDの実践を行っている人たちがいることに勇気をもらった。RCE実務者会議・

ユース会議の第一の存在価値は、他の場所を拠点とする「同志」たちの顔が思い浮かぶようになるこ

とだろう。

川上寛人

(次世代ユネスコ国内委員会)

①松岡先生がこれからのESDを考える上でのキーワードとして、「当事者性」「ネットワーキング」

に加え、「For（～のための）が重要」という視点を提示されたことが強く印象に残りました。前

者の2つは私自身も以前から意識していた視点でしたが、「For」の視点は私にとって新しく、非常

に興味深かったです。限られた時間の中でまだまだお話し足りないご様子だったため、機会があ

ればぜひもっと深くお話を伺ってみたいと感じました。

③特定の明確な「もやもや」があるわけではありませんが、ESDのような複雑なテーマにおいては、

安易に正解を出そうとするのではなく、この「答えの出ないもやもや感」を抱えながらも長年考え

続け、実践を重ねていくこと自体が非常に重要なのだと改めて感じました。

②松岡先生が提示された「For（～のための）」という視点を得られたことが、大きな学びです。 ま

た、ESDという共通のテーマのもと、多様な活動をしている実務者の方々が、それぞれ自身の「当事

者性」を拠り所（仮面）としながら熱量高く議論を交わしている姿を目の当たりにし、「これこそが

ESDのリアルな現場であり、醍醐味なのだ」と実感できたことも大きな気づきでした。

④今回学んだ「For（～のための）」という視点を、自分自身のこれからの活動において常に問いか

けていきたいです。「誰のための、何のための活動なのか」を明確にすることで、より本質的な実践

に繋げられると感じています。 また、多様な立場の人々が当事者性を持って議論する姿に大きな刺

激を受けたため、私自身も自分の「当事者性」を大切にしつつ、積極的に他者とのネットワーキン

グを図っていきたいです。すぐには答えが出ないもやもやとした葛藤を抱えながらも、粘り強く活動

を続けていこうと思います。



①・1日目の高田さんが挨拶でおっしゃっていた「雑多性」という言葉。

WILLでよく使われるように思う「ごちゃまぜ」という言葉が近いのかもしれない

けれど、雑多であるとはどういうことか、ごちゃまぜとはどういうことか、と改めて考え

させられた。

・2日目の企画作りワークショップで隣に座った方が、私の所属する別団体の先輩だった

り、1日目のポスターセッション発表者の方が同じ市の出身の方だったりして驚いたこと。

思わぬところで人って繋がるんだなあと感じた。

・2日目の企画作りワークショップでテーブルに残っていた時に龍原さんとお話ししたこ

と。対話ってなんだろう。

山本結子

(ESDプラットフォームWILL・神戸大学)

②どのような場・ツールを用意するかによって、話しやすさ・話すことができる内容は変わってく

るんだな、と改めて感じました。

③いろいろな方との交流で新しい気づきを得られたように思う一方で、それをどう自分たちの実践に

活かせばいいんだろう、と思いました。気づけた！と思っていることの解像度がそもそも低いのか(気

づけた、と思っていることの中身を深掘りする必要がある・そのための方法を身につける必要がある

のか)、得た気づきを踏まえて実践を変えていく方法をより学ぶ必要があるのか、どうなんだろうと思

いました。どの活動に参加しても、考えること・感じることは多くある一方で、それをうまくアウト

プットできていないように感じます。今ふりかえりを書いていて改めて感じました。

澤井正弘

(ESDプラットフォームWILL)

①正路さん（東灘こどもカフェ）

②いろんな団体の紹介が聞けて、良かったです。



 

 

真価を発揮する秋（とき）
 

神⼾⼤学ヒューマン・コミュニティ創成センター・センター⻑ 
太⽥ 和宏 

 

 2015年に採択された「持続可能な開発⽬標」SDGs はあと 3年半で最終年 2030年を迎
える。17 ⽬標 169課題の全てが数値化されているわけではないためその達成度を可視化
するのは単純ではない。しかし、全体状況は芳しくない。国連『2026年 SDGs報告』に
よれば、⼗分なデータ取得が可能な 139項⽬に関して、“順調”on track が 15 ％、“⽐較的
改善されている” moderate progress が 21％で、残りの 64％はネガティブな状態（”限定
的成果””不変””悪化”）である。国際社会では全体の⽬標未達成を⾒込んで既に SDGs後継
の国際協約の準備を進めている。その際の新しいキーワードは「持続的な福利」
Sustainable Well-Being、略称は SWGs らしい。現在の SDGs の前⾝は「ミレニアム開発
⽬標」MDGs 2000-2015 だった。MDGs終盤も 8 ⽬標の達成が難しいとみて最終年の 3
年ほど前、つまり 2012年くらいから次なる⽬標設定の議論が始まった。MDGs 2000-
15⇒SDGs2015-30⇒SWGs2030-45 と達成できない国際戦略の共有がシリーズ化をされつ
つある。 
 どれも似たような項⽬を並べてはいるものの、その焦点とするところには変遷がある。
MDGs は発展途上地域の貧困・教育・環境などの社会問題が主として掲げられていた。
SDGs になると貧困格差などが引き続き取りあげられるものの、経済成⻑、雇⽤、イノベ
ーション、資源活⽤などむしろ先進国社会の抱える課題に主眼が移る。そして次なる
SWGs では、おそらくより個⼈のレベルでの⽣活条件や⽣活の質、しかも先進国社会にお
けるそれらが焦点化されるものと予想される。 
 別の⾒⽅をすると、国際社会の主たる関⼼は「南半球の構造的問題」（MDGs）から「北
半球の構造的問題」(SDGs)へと移り、そして「北半球の個⼈⽣活環境」(SWGs)へと変じ
ようとしているといえる。北半球に住む私たちからすると、より⾝近で実感を以て理解で
きる課題へと国際社会の取り組みが接近しつつあるともとらえられる。逆に「南半球の
⼈々」にとってみれば、国際社会の焦点がより遠ざかっていくように映ずるだろう。さら
に⾔えば、南の社会の問題を考慮する程の余裕を失うほど、「北半球の⼈々」の⽣活環境
がより深刻になっていることの証左でもある。 
 これらの国際協約設定⽅式の是⾮、またその内容の評価、その実効性については議論が
必要であろう。しかしここでは、さしあたり世界が、個⼈の⽣活条件のレベルにまで思い
を致さなければならないほど、問題が深化し、複雑になっているという現況を反映してい
るのだという事実は共有されるべきかと思われる。 
 今後 SWGs の議論がどのような⽅向に進もうと、個⼈レベルの⽣活状態・環境をいかに
充実したものにできるのかが世界の共通関⼼となるであろう。 
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 個⼈や⽣活環境が主要な課題となるのであれば、これまでそこに深く関わって実績をつ
んできたのは、草の根レベルの社会活動であり、市⺠運動であることに疑う余地はないの
で、そこで果たすべき役割もいや益す。国家、⾏政、企業などでは掴みきれない領域とが
っぷり四つに組んで呻吟してきた経験と知恵の蓄積がある。 
 市⺠、草の根レベルの活動ネットワーク構築と交流を重ねてきた RCE 兵庫-神⼾が従来
以上に役割を求められる時代になりつつある。RCE 兵庫-神⼾として、こうした客観的時
代状況を踏まえつつ、従来の蓄積にたって新たな取り組みにチャレンジをする段階に突⼊
しつつあるように思う。新しい挑戦には常に過去からの蓄積と教訓への謙虚な振り返り
と、それを超える新しい創造⼒が求められる。 

こうした形で ESD 推進ネットひょうご神⼾（RCE 兵庫-神⼾）『ESD 実践研究 2025』
がまとめられることの意義に改めて思いをいたしている。 
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